
頌
徳
儿
翁
高
頭
仁
兵
衛
氏
之
碑

（
高
頭
仁
兵
衛
の
碑
）
は
、
深
沢

町
交
差
点
を
越
路
町
方
向
に
進
む

と
右
側
に
あ
る
河こ

う

内ち

公
園
の
一
角

に
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

二
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
大
き
な

碑
で
、
昭
和
三
十
年
六
月
に
「
深

沢
学
区
民
三
百
十
五
名
」
に
よ
っ

て
建
て
ら
れ
ま
し
た
。
当
初
は
近

く
の
苗

み
ょ
う

字じ

塚
と
い
わ
れ
る
場
所
に

あ
り
ま
し
た
が
、
高
頭
家
の
屋
敷

が
長
岡
市
に
寄
付
さ
れ
、
公
園
と

し
て
整
備
さ
れ
た
の
を
き
っ
か
け

に
、
今
の
場
所
に
移
さ
れ
ま
し
た
。

高
頭
仁
兵
衛
は
明
治
十
年
（
一

八
七
七
）
に
三
島
郡
深
沢
村
に
生

ま
れ
ま
し
た
。
高
頭
家
は
江
戸
時

代
か
ら
の
豪
農
で
、
代
々
仁
兵
衛

を
襲
名
。
同
二
十
九
年
に
九
代
目

を
継
ぎ
ま
し
た
。

明
治
三
十
八
年
（
一
九
〇
五
）

に
東
京
で
設
立
さ
れ
た
日
本
山
岳

会
の
設
立
発
起
人
と
な
り
、
そ
の

後
、
会
の
運
営
を
積
極
的
に
援
助

し
た
こ
と
や
、
翌
年
に
今
も
山
岳

人
の
座
右
の
書
と
な
っ
て
い
る

「
日に

本ほ
ん

山さ
ん

嶽が
く

志し

」
を
自
費
出
版
し

た
こ
と
な
ど
で
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

碑
の
裏
面
に
は
「
教
育
の
振
興

に
力つ

と

む
る
外
、
信
用
組
合
、
耕
地

整
理
組
合
等
を
組
織
し
、
郷
土
の

産
業
文
化
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と

絶
大
な
る
」
と
地
元
へ
の
功
績
が

刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

現
在
、
多
く
の
人
た
ち
が
ス
ポ

ー
ツ
や
娯
楽
と
し
て
登
山
に
親
し

ん
で
い
ま
す
が
、
そ
の
先
駆
け
を

つ
く
っ
た
高
頭
仁
兵
衛
が
長
岡
出

身
で
あ
る
こ
と
は
、
私
た
ち
に
と

っ
て
も
大
き
な
誇
り
と
い
え
ま
す
。

な
が
お
か
の
ま
ち
再
発
見�

▲頌徳儿翁高頭仁兵衛氏之碑
（深沢町）

頌
徳

し
ょ
う
と
く

儿じ
ん

翁お
う

高た
か

頭と
う

仁に

兵
衛

へ

い

氏し

之の

碑ひ

(6
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「長岡市政だより」は市民情報ラウンジ（市役所１階）、秘書広報課（市役所４階）、まちの情報コーナー（市民センター１階）で発行日から閲覧できます。

「儿翁」は号。碑には石黒忠篤謹書とあり
ます。『続深才郷土誌』には碑の書を元越路
町長白井又三郎に依頼し、石黒忠悳の長男で
農林大臣を歴任した忠篤の揮毫を得て建立し
た経過が書かれています。

今年のように雪が少ない冬には、驚く
べきたくましさで花を咲かせている雑草
の姿が眼に入る。
ハコベもそのうちの一つ。ナデシコ科
の１～２年草で、冬でも道ばたで青々と
葉を広げていることがあり、ときに白い
小さい花を見ることもある。
ハコベといえば「春の七草」として古
くから親しまれてきた草の一つで、七草
がゆなどに利用される。しかしその名の
語源は不明である。
ハコベ、と呼んでいるものにはハコベ
（ミドリハコベ）とコハコベの２種類が
あり、互いによく似ているが、種子の形
で見分けられる。

羽が退化した奇妙な昆虫である。初
雪のころ、雪の上を歩行中の個体を見
かけるが、クモそっくりである。飛翔
できないことから、移動が制限される
ために、隔離の影響を受けやすく、地
域的に種分化が見て取れる種である。
冷たい雪上に出現する割に行動は敏
速で、雪に適応していることがうかが
える。やはり羽を失ったセッケイカワ
ゲラとともに、雪国を代表する昆虫と
言えるだろう。

自然観察�2月 200

お問い合わせは
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　土蔵の白いしっくいの壁に鏝を使って、色しっくいの絵の
具で花鳥や動物たちが描かれています。正面上部の扉にはサ
フラン色の鳳凰が一対、下の扉には麒麟と玄武が色鮮やかに
描かれています（関連記事２、３ページ）。�
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第１回長岡市都市景観賞が決定、10月
から家庭ごみの新分別と一部有料化、県
立動物愛護施設を長岡市に建設 ほか�
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新春ものしり�クロスワード�当選者発表 !
応募総数150通　正答率89.3％

クロスワード・ファンのみなさん、
たくさんのご応募ありがとうございま
した。
正解は
シンシショウライコウソウ
（新市将来構想） でした

クロスワードへのご意見やご感想も
たくさんいただきました
・今回のは解き甲斐十分でした。
・楽しい！毎月でも載せて。
・子どもでも解ける程度が良い。
・毎年難しい。けど今年は解けた。
今回は子どもたちからご老人まで、
各世代に「カギ」を散りばめたつもり
です。でもそのために、かえって難し
くなってしまったようです。
・家族皆で新春からうなりました。
・孫や親戚まで動員して「家族力」
「親戚力」で解きました。

出題者冥利に尽きるご感想のなかに
は、思わず「後生畏るべし」とつぶや
いてしまったものもあります。
そのひとつをご紹介しましょう。
・インターネットで検索してみたら　
意外とサクサク解けた。

アンケートにお答えいただき
ありがとうございました

アンケート項目のうち「１月号で印
象に残った記事」の第１位は、「新春
座談会・未来を生きる」（87票）でし
た。第２位は合併関連記事（18票）、
第３位は「中村三奈子さんをさがして
います」（11票）でした。
ご応募いただいたみなさんからは、
市政だよりへの思いやご感想をたくさ
ん寄せていただきました。
市町村合併をひかえ、今後もみなさ
んに興味を持って読んでいただける魅
力ある市政だよりの編集に、私たちス
タッフ一同、一生懸命取り組んでいき
ます。
これからも、市政だよりをどうぞよ
ろしくお願いします。

1 2 3

7

9

14

17

20

23

18

15

10

8

11

13

16

19

21 22

24

4 5 6

12

カ イ ト ウ 　 ニ ト ラ �

メ ン シ 　 シ シ マ イ �

オ タ ケ ビ 　 メ コ ン �

　 イ イ ダ コ 　 マ ハ �

ヘ 　 カ ン 　 ド イ ル �

イ ジ ン 　 リ ラ 　 ト �

オ カ 　 シ ソ マ キ �

ウ ン ジ ョ ウ 　 シ テ �
当選されたみなさん、おめでとうご

ざいます。エコトピア寿のご招待券
（５枚セット）を差し上げます。
・明喜良伊さん　　（水穴町）
・荒木政子さん　　（大島新町２）
・佐藤 浩さん　　（宮原１）
・清水 哲さん　　（弓町２）
・高野英昭さん　　（東新町２）
・中野夏子さん　　（信濃１）
・西広志津さん　　（宮内１）
・辺見能朗さん　　（藤沢２）
・松村あけみさん　（松葉２）
・室橋義郎さん　　（昭和１）
※図書券とボールペンの当選者（各10
人）の発表は、賞品の発送をもってか
えさせていただきます。
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「
長
岡
市
都
市
景
観
賞
」
に
は
、

「
都
市
景
観
賞
」
と
「
景
観
行
為

優
良
賞
」
の
二
つ
の
賞
が
あ
り
、

今
回
の
表
彰
を
第
一
回
目
と
し
て
、

二
年
に
一
度
の
表
彰
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。

都
市
景
観
賞
は
、
長
岡
ら
し
い

優
れ
た
景
観
を
守
り
、
育
て
、
つ

く
る
こ
と
に
貢
献
し
て
い
る
建
築

物
や
活
動
な
ど
を
表
彰
す
る
も
の

で
す
。
市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
推

薦
の
あ
っ
た
も
の
の
中
か
ら
、
長

岡
市
都
市
景
観
審
議
会
（
会
長
は

長
岡
造
形
大
学
学
長
・
豊
口
協
さ

ん
）
が
選
定
。
今
回
は
、
九
月
一

日
〜
十
月
十
五
日
に
二
百
二
十
四

人
か
ら
三
百
二
十
三
件
の
推
薦
が

あ
り
、
五
件
が
受
賞
し
ま
し
た
。

景
観
行
為
優
良
賞
は
、
平
成
十

四
年
四
月
施
行
の
長
岡
市
都
市
景

観
条
例
に
基
づ
き
、
都
市
景
観
に

大
き
な
影
響
の
あ
る
建
築
等
で
、

市
に
届
け
出
を
し
て
完
成
し
た
も

の
の
中
か
ら
、
良
好
な
景
観
形
成

に
寄
与
し
て
い
る
も
の
を
選
び
表

彰
す
る
も
の
で
す
。
今
回
対
象
と

な
っ
た
八
十
九
件
の
中
か
ら
長
岡

市
都
市
景
観
審
議
会
が
選
定
し
、

四
件
が
受
賞
し
ま
し
た
。

受
賞
者
に
は
、
賞
状
と
ブ
ロ
ン

ズ
製
の
銘
板
や
盾
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。
銘
板
は
、
受
賞
対
象
と
な
っ

た
建
物
に
据
え
付
け
ら
れ
ま
す
。

長
岡
ら
し
い
街
並
み
を
大
切
に
し
た
い

第
１
回
長
岡
市
都
市
景
観
賞
が
決
定

人
々
の
生
活

く

ら

し

ぶ
り
や
営
み
の
積
み
重
ね
。
そ
れ
が
街
角
に
刻
み
込
ん
で
き
た
小
さ
な

歴
史
。
そ
ん
な
風
情
が
感
じ
ら
れ
る
と
き
、
ま
ち
へ
の
愛
着
は
一
層
深
ま
り
ま
す
。

都
市
の
景
観
は
、
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
大
切
な
要
素
の
ひ
と
つ
で
す
。

長
岡
市
で
は
、
美
し
い
街
並
み
の
形
成
に
貢
献
し
て
い
る
建
物
や
活
動
な
ど
を
表
彰

す
る
「
長
岡
市
都
市
景
観
賞
」
を
創
設
し
ま
し
た
。

一
月
十
三
日
に
第
一
回
目
と
な
る
長
岡
市
都
市
景
観
賞
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た

の
で
、
受
賞
の
対
象
と
な
っ
た
建
物
や
活
動
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

（
敬
称
略
）

守
　
る

管
理
者
　
株
式
会
社
越
の
む
ら
さ
き

建
　
築
　
明
治
時
代

越
の
む
ら
さ
き
（
醸
造
業
）

摂
田
屋
３

都
市
が
近
代
化
し
て

い
く
中
で
、
旧
三
国
街

道
に
面
し
た
社
屋
は
、

建
築
当
時
の
た
た
ず
ま

い
を
残
す
貴
重
な
建
物

で
あ
り
、
歴
史
的
な
景

観
を
醸
し
出
し
て
い
ま

す
。 選

定
理
由

守
　
る

管
理
者
　
吉
澤
仁
太
郎
商
店

建
　
築
　
大
正
15
年

機
那

き

な

サ
フ
ラ
ン
酒
本
舗

「
鏝こ

て

絵え

の
蔵
」
摂
田
屋
４

鏝
絵
で
飾
ら
れ
た
土

蔵
は
ぜ
い
が
尽
く
さ
れ
、

現
在
で
も
そ
の
鮮
や
か

さ
は
失
わ
れ
て
い
ま
せ

ん
。
全
国
的
に
も
希
少

な
鏝
絵
の
土
蔵
が
醸
し

出
す
景
観
は
、
守
り
続

け
た
い
も
の
で
す
。

選
定
理
由

つ
く
る

所
有
者
　
社
団
法
人
長
岡
市
医

師
会

設
計
者
　
Ｔ
ｅ
ａ
ｍ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
Ｒ
Ａ

施
工
者
　
鹿
島
建
設
株
式
会
社

北
陸
支
店

長
岡
市
医
師
会
館
　
寺
島
町

三
角
形
の
敷
地
を
利
用
し
た

ユ
ニ
ー
ク
な
形
状
。
開
放
感
あ

ふ
れ
る
建
物
で
あ
り
な
が
ら
、

格
調
高
い
雰
囲
気
も
併
せ
持
ち
、

新
し
い
街
並
み
の
形
成
に
貢
献

し
て
い
ま
す
。

選
定
理
由

つ
く
る

所
有
者
　
株
式
会
社
鐡
文

設
計
者
　
三
浦
純
朗

施
工
者
　
株
式
会
社
ナ
ガ
オ
カ
建
装

鐡

文
（
醸
造
業
）
千
手
３

塀
や
格
子
、
が
ん
木

の
色
を
黒
で
統
一
し
、

み
そ
・
し
ょ
う
ゆ
の
醸

造
業
ら
し
い
外
観
が
、

創
業
当
時
の
雰
囲
気
を

醸
し
出
し
、
通
り
沿
い

の
景
観
を
リ
ー
ド
し
て

い
ま
す
。

選
定
理
由

育
て
る

団
体
名
　
関
原
地
区
花
い
っ
ぱ
い
運
動
協
議
会

活
動
開
始
　
平
成
３
年
４
月

活
動
人
数
　
約
５
０
０
人

関
原
地
区
花
い
っ
ぱ
い
運
動
協
議
会
活
動

関
原
地
区
内
の
国
道
８
号
や
幹
線
道
路
の
街
路

花
壇
、
公
園
に
お
い
て
、
毎
年
土
づ
く
り
、
植
え

直
し
な
ど
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
行
い
、
地
区
の
景

観
向
上
に
寄
与
し
て
い
ま
す
。

選
定
理
由

関
原
地
区
花
い
っ
ぱ
い
運
動
協
議
会
会
長
の

相
田
博
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た

私
た
ち
の
活
動
が
「
都
市
景
観
を
育
て
る
」

と
い
う
分
野
で
評
価
さ
れ
、
大
変
う
れ
し
く
思

い
ま
す
。
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
多
く
の

み
な
さ
ん
が
参
加
し
て
い
ま
す
が
、
も
っ
と
人

の
輪
を
広
げ
て
い
き
た
い
で
す
ね
。
そ
し
て
、

こ
れ
か
ら
も
活
動

の
範
囲
を
広
げ
、

関
原
地
区
を
花
で

い
っ
ぱ
い
に
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

▲相田博さん

景
観
行
為
優
良
賞
　
受
賞
者

ふ
く
ち
ゃ
ん
保
育
園
（
深
沢
町
）

所
有
者
　
医
療
法
人
崇
徳
会

設
計
者
　
株
式
会
社
高
田
建
築
設
計

事
務
所

施
工
者
　
株
式
会
社
中
越
興
業

戸
田
書
店
長
岡
店
（
堺
町
）

所
有
者
　
株
式
会
社
高
崎
戸
田
書
店

設
計
者
　
株
式
会
社
高
坂
設
計
事
務
所

株
式
会
社
ス
ペ
ー
ス
名
古

屋
本
部

施
工
者
　
ダ
イ
エ
ー
建
設
株
式
会
社

ボ
ワ
ー
ル
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

長
岡
店
（
城
内
町
１
）

所
有
者
　
株
式
会
社
川
か
み

設
計
者
　
株
式
会
社
福
田
組
新
潟
本

店
一
級
建
築
士
事
務
所

施
工
者
　
株
式
会
社
福
田
組
中
越
支
店

サ
ト
ー
長
岡
事
業
所
（
笹
崎
２
）

所
有
者
　
株
式
会
社
サ
ト
ー

設
計
者
　
大
成
建
設
株
式
会
社
設
計

本
部

施
工
者
　
大
成
建
設
株
式
会
社
北
信

越
支
店

▲表彰式で（１月13日・市役所）

市政ニュース�NAGAOKA



５ ４

こ
れ
ま
で
「
燃
や
す
ご
み
」
と

し
て
収
集
し
て
い
た「
枝
葉
・
草
」、

「
燃
や
さ
な
い
ご
み
」
と
し
て
収

集
し
て
い
た
「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容

器
包
装
材
」
を
、
新
た
に
資
源
物

と
し
て
分
別
収
集
し
ま
す
。
こ
れ

に
よ
り
分
別
は
、
五
分
別
か
ら
七

分
別
に
変
わ
り
ま
す
（
上
図
参
照
）。

「
燃
や
す
ご
み
」
と
「
燃
や
さ

な
い
ご
み
」
は
、
市
が
新
た
に
作

る
「
家
庭
ご
み
用
指
定
袋
」（
左
ペ

ー
ジ
表
参
照
）
を
取
扱
店
か
ら
購

入
し
、
そ
の
袋
に
入
れ
て
ご
み
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
す
方
法
に
変
わ

り
ま
す
。
指
定
袋
は
ス
ー
パ
ー
や

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、
小
売

店
な
ど
で
販
売
し
ま
す
。

「
粗
大
ご
み
」
は
、
市
が
定
め

た
「
粗
大
ご
み
処
理
券
シ
ー
ル
」

を
指
定
袋
と
同
様
に
取
扱
店
か
ら

購
入
し
粗
大
ご
み
に
貼
付
し
ま
す
。

粗
大
ご
み
の
処
理
手
数
料
は
、
一

品
当
た
り
品
目
に
よ
り
二
百
円
、

六
百
円
、
千
円
の
い
ず
れ
か
で
す
。

シ
ャ
ン
プ
ー
や
洗
剤
の
容
器
、

卵
の
パ
ッ
ク
、
肉
・
魚
・
カ
ッ
プ

麺
な
ど
の
食
品
ト
レ
ー
、
菓
子
類

の
袋
や
外
装
フ
ィ
ル
ム
な
ど
、

「
プ
ラ
」
マ
ー
ク
の
つ
い
た
「
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器
包
装
材
」
（
左

ペ
ー
ジ
写
真
参
照
）
を
資
源
物
と

し
て
分
別
し
て
い
た
だ
い
た
も
の

を
無
料
で
収
集
し
、
リ
サ
イ
ク
ル

し
ま
す
。

「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器
包
装
材
」

を
出
す
時
は
、
ポ
リ
袋
な
ど
の
透

明
ま
た
は
半
透
明
の
袋
に
入
れ
て

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
し
ま
す
。

容
器
が
汚
れ
て
い
る
と
き
は
、
水

で
さ
っ
と
洗
い
、
汚
れ
が
と
れ
な

い
と
き
は
「
燃
や
さ
な
い
ご
み
」

に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

と
新
た
に
分
別
収
集
す
る
「
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
容
器
包
装
材
」「
枝
葉
・

草
」
は
、
ポ
リ
袋
な
ど
の
透
明
ま

た
は
半
透
明
の
袋
に
入
れ
て
ご
み

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
し
ま
す
（「
枝
」

は
縄
で
し
ば
っ
て
も
可
）。

ま
た
「
新
聞
、
雑
誌
・
チ
ラ
シ
、

段
ボ
ー
ル
」
は
ひ
も
で
し
ば
っ
て

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
し
ま
す
。

◇
　
　
　
　
　
◇

み
な
さ
ん
、
ご
み
の
減
量
と
リ

サ
イ
ク
ル
を
進
め
る
た
め
、
十
月

か
ら
始
ま
る
新
た
な
ご
み
の
分
別

と
有
料
化
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
環
境
業
務

課
蕁
24
・
２
８
３
７
へ
ど
う
ぞ
。

ご
み
の
分
別
が
現
在
の
5
分
別

か
ら
7
分
別
に
変
わ
り
ま
す

10
月
１
日
か
ら
ご
み
の
減
量
と
リ
サ
イ
ク
ル
を
推
進
す
る
た
め

家
庭
ご
み
の
分
別
を
増
や
し
、
一
部
を
有
料
化
し
ま
す

長
岡
市
は
、「
長
岡
市
廃
棄
物
の
減
量
及
び
適
正
処
理
等
に
関
す
る
条
例
」
を
こ
の

ほ
ど
改
正
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
平
成
十
六
年
十
月
一
日
か
ら
家
庭
ご
み
の
一
部
を
有
料

化
す
る
こ
と
や
、
粗
大
ご
み
の
コ
ー
ル
収
集
（
随
時
戸
別
収
集
）
を
実
施
す
る
こ
と
な
ど

を
定
め
た
も
の
で
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
ご
み
の
減
量
と
リ
サ
イ
ク
ル
が
一
層
進
め
ら
れ
る
と
と
も
に
、
ご
み
の

減
量
に
努
め
て
い
る
人
と
そ
う
で
な
い
人
と
の
間
の
不
公
平
感
を
解
消
で
き
ま
す
。

十
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
新
た
な
分
別
収
集
と
有
料
化
の
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▲「プラ」マ
ークのついた
プラスチック
の容器包装材
を収集します。

市政ニュース�NAGAOKA

指定袋は、「燃やすごみ」用と「燃やさない
ごみ」用の２種類、各３つのサイズを設けます。
９月ころから市が指定する取扱店（スーパー
やコンビニエンスストア、小売店など）で販売
します。

■１組10枚入りで販売します。
■形状は結び部分付き平板袋タイプで、
縦寸法は約20㎝の結び部分を含みます。

市の職員がみなさんの地域に伺
って、新しいごみの分別収集と有
料化についてご説明します。町内
会や老人会などの各種団体・グル
ープでお申し込みください。
お申し込みは環境業務課蕁24・

2837へどうぞ。

有
料
に
な
る
の
は
「
燃
や
す
ご

み
」「
燃
や
さ
な
い
ご
み
」「
粗

大
ご
み
」
の
3
つ
で
す

「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器
包
装
材
」

を
新
た
に
分
別
収
集
し
ま
す

指
定
袋
に
入
ら
な
い
「
粗
大
ご

み
」
は
、
現
在
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

で
の
収
集
を
や
め
、
各
家
庭
の
玄

関
先
に
伺
う
コ
ー
ル
収
集
（
随
時

戸
別
収
集
）
に
変
更
し
ま
す
。
電

話
や
フ
ァ
ク
ス
で
市
の
環
境
業
務

課
に
申
し
込
み
を
し
、
指
定
日
に

「
粗
大
ご
み
処
理
券
シ
ー
ル
」
を

貼
っ
て
玄
関
先
に
出
し
ま
す
。

「
び
ん
・
缶
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
」

▲主な「プラスチック容器包装材」

「
粗
大
ご
み
」
の
収
集
方
法
を

戸
別
収
集
に
変
更
し
ま
す

資
源
物
は
今
ま
で
ど
お
り

「
無
料
」
で
収
集
し
ま
す

燃やすごみ�
燃やすごみ�

週３回収集�

粗大ごみ�
月２回収集�

週３回収集�
有
料�

枝葉・草�
週1回収集�

無
料�

燃やさないごみ�
燃やさないごみ�

週１回収集�

びん・缶・ペットボトル�

新聞、雑誌・チラシ、段ボール�

週１回収集�

月１回収集�

月２回収集�

粗大ごみ�
コール収集（随時戸別収集）�

有
料�

有
料�

プラスチック容器包装材�
週1回収集�

びん・缶・ペットボトル�
週1回収集�

新聞、雑誌・チラシ、段ボール�
月２回収集�

無
料�

無
料�

無
料�

〈現　状〉� 〈10月から〉�

知ればなっとく！ごみ有料化のＱ＆Ａ
Ｑ１　なぜ、家庭ごみを有料化するの？
Ａ 家庭ごみの有料化は、ごみの減量とリサイクルを推
進するために実施するものです。
家庭ごみの一部を有料化する一方で、「資源物」をこれ

までと同様に無料で収集することで「ごみ」と「資源」
の分別が進み、ごみの排出量を減らすことができます。
また、ごみを出す人からその量に応じて費用負担をして
いただくことになるので、ごみの減量に努めている人と
そうでない人との間の不公平感をなくすことができます。

Ｑ２　有料化すると、ごみはどれくらい減るの？
Ａ 現在、県内の６割を超える市町村が有料化していま
すが、それらの市町村では有料化する前の年に比べて平
均で20～25％、ごみの量が減っています。長岡市でも同
じくらいの量が減ると見込んでいます。

Ｑ３　指定袋の料金の算定方法は？
Ａ すでに有料化している県内外の市町村を参考にして、
世帯の負担がごみの処理費用の25～30％程度になるよう

に設定しました。ごみ１褄当たりにすると約1.3円で、こ
れに袋の容量を乗じた金額が袋の料金です。１世帯（３
人家族）当たりでは、年間で5,600円程度の負担になるも
のと考えられます。

Ｑ４　有料扱いとなる｢燃やすごみ｣と｢燃やさないごみ｣
をレジ袋など、指定袋以外の袋で出してもいいの？

Ａ 出せません。指定袋以外の袋で出されたごみは収集
せずに、警告ステッカーを貼ってステーションに置いて
きます。

Ｑ５　指定袋の使用枚数を少なくするための、ごみを減
らすコツは？

Ａ ごみは「資源物」と正しく分別して、ごみとして出
す量を減らしましょう。もちろん、不必要なものは買わ
ない、捨てずに別の用途に再使用するなどしてごみが出
ないように工夫することも大切です。リサイクル協力店
などの店頭回収（牛乳パック・食品トレー・乾電池など）
や生ごみ処理機器も積極的に利用するとよいでしょう。

説明会をご利用ください！

▲長岡の環境キャ
ラクター・ペギー
ちゃん

家庭ごみ用指定袋 ごみの分別収集はこのように変わります

■ごみの新たな分別と出し方や粗大ごみの品目ごとの処理料金などを
詳しく説明した冊子を、８月ころ全世帯に配布します。

燃やすごみ用�区　　　分�

販売価格�
（1枚当たり）�

袋の大きさ�
縦×横�
（cm）�

サ イ ズ �大� 中� 小� 特大� 中� 小�

燃やさないごみ用�

52円�

95�
×�
65

80�
×�
50

55�
×�
30

55�
×�
30

80�
×�
50

100�
×�
75�

32円�13円� 65円� 32円�13円�
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長
岡
市
は
、
美
し
い
ま
ち
を
将

来
の
世
代
へ
引
き
継
ぐ
た
め
、
昨

年
十
二
月
の
市
議
会
で
「
長
岡
市

生
活
環
境
の
保
全
及
び
美
化
に
関

す
る
条
例
」
を
制
定
し
、
今
年
十

月
一
日
か
ら
施
行
し
ま
す
。

ご
み
の
な
い
美
し
い
ま
ち
を
つ

く
る
に
は
、
み
な
さ
ん
一
人
ひ
と

り
の
協
力
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
そ

の
た
め
「
長
岡
市
生
活
環
境
の
保

全
及
び
美
化
に
関
す
る
条
例
」
で

は
、
市
民
、
事
業
者
、
行
政
が
取

り
組
む
べ
き
こ
と
を
そ
れ
ぞ
れ
の

責
務
（
左
欄
参
照
）
と
し
て
掲
げ
、

協
働
で
ま
ち
の
美
化
に
取
り
組
む

こ
と
に
し
ま
し
た
。

そ
の
上
で
、
市
は
、
環
境
美
化

月
間
や
環
境
美
化
の
日
を
設
け
た

り
、
地
域
の
み
な
さ
ん
と
協
力
し

て
環
境
美
化
重
点
地
域
を
指
定
し

た
り
し
て
、
環
境
美
化
活
動
の
推

進
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
各
町
内

会
に
新
た
に
環

境
美
化
推
進
員

を
委
嘱
し
、
ご

み
の
出
し
方
の

指
導
や
不
法
投

棄
の
監
視
な
ど
を
み
な
さ
ん
と
一

緒
に
進
め
ま
す
。

さ
ら
に
こ
の
条
例
で
は
、
市
民
、

空
き
地
の
所
有
者
、
犬
の
飼
い
主
、

自
動
販
売
機
の
設
置
者
、
宣
伝
物

の
配
布
者
が
し
て
は
い
け
な
い
行

為
を
禁
止
行
為
（
下
図
参
照
）
と

し
て
具
体
的
に
定
め
て
い
ま
す
。

禁
止
行
為
を
守
ら
な
い
人
に
は
、

市
長
が
勧
告
や
命
令
を
行
っ
て
改

善
を
求
め
、
正
当
な
理
由
も
な
く

命
令
に
従
わ
な
い
場
合
に
は
、
そ

の
事
実
の
公
表
や

過
料
を
科
す
な
ど

し
て
、
条
例
の
実

効
性
を
確
保
し
ま

す
。

◇
　
　
◇

お
問
い
合
わ
せ

は
、
環
境
業
務
課

蕁
24
・
２
８
３
７

へ
ど
う
ぞ
。

市
役
所
の
窓
口
に
直
接
出
か
け

な
く
て
も
、
近
く
の
公
共
施
設
な

ど
か
ら
気
軽
に
行
政
相
談
が
で
き

た
ら
い
い
な
―
。

そ
ん
な
要
望
に
お
応
え
す
る
た

め
、
よ
り
便
利
な
市
役
所
を
目
指

し
て
、
長
岡
市
で
は
行
政
テ
レ
ビ

相
談
が
で
き
る
機
器
を
公
共
施
設

に
整
備
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
テ
レ
ビ
相
談
が
利
用
で

き
る
施
設
は
、
な
が
お
か
市
民
セ

ン
タ
ー
一
階
市
民
ロ
ビ
ー
と
山
通

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
二
カ

所
。
こ
こ
で
は
、
市
役
所
本
庁
舎

の
市
民
の
声
情
報
室
と
福
祉
総
合

相
談
室
、
健
康
セ
ン
タ
ー
と
回
線

が
結
ば
れ
、
テ
レ
ビ
を
使
っ
た
行

政
相
談
や
健
康
相
談
が
で
き
ま
す
。

テ
レ
ビ
相
談
の
便
利
な
点
は
、

市
役
所
に
直
接
出
向
か
ず
に
済
む

こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
電
話

で
は
分
か
り
に
く
い
内
容
で
も
、

テ
レ
ビ
画
面
を
使
っ
て
資
料
な
ど

を
見
な
が
ら
詳
し
く
説
明
を
受
け

ら
れ
る
こ
と
で
す
。

今
後
も
相
談
で
き
る
施
設
を
増

や
し
て
い
く
予
定
で
す
。
み
な
さ

ん
、
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

詳
し
い
説
明
が
受
け
ら
れ
ま
す

ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い

行
政
テ
レ
ビ
相
談
が

便
利
で
す

伊部さんは、健康センターの保健師を呼び出して、「去年、健康
診断を受けていないんですが、どうすれば今年は受けることができ
ますか」と質問。保健師の詳しい説明を受け、相談を体験した伊部

さんに感想をお聞きしました。
「これはいい。相手の顔が見

えるから安心して相談できる。
コミュニティセンターに来た時、
ついでにできるし便利ですね。
車を運転できない人やお年寄り
は、近所で相談できるから助か
ると思いますよ」。さらに「相
談のほかにも、もっといろいろ
な利用ができるといいですね」
とも。今後の活用方法にも期待
を寄せていました。

いつも山通コミュニティセンターを利用している
伊部登さん（柿町）にテレビ相談を体験していただきました

▲山通コミュニティセンターの事務
室でテレビ画面に向かう伊部登さん
（１月14日）

例えば、こんな相談ができます
・市役所に相談したいけれど、どこの
窓口（課）か分からないとき。
・市のことで「日ごろ疑問に思うこと」
「もっとこうしてほしい」「こんな
アイデアがある」などの意見や要望。

・福祉のことで、どこに相談したらよ
いのか分からないとき。
・福祉サービスの内容が知りたいとき
や福祉サービスを利用したいとき。

・子どもの健康や育児、体の健康につ
いて不安に思うことを聞きたいとき。
・人間ドックや健康診断の検査結果に
ついて相談したいとき。
・初めての妊娠や出産で、分からない
ことがあるとき。
・ながおか市民センターに設置してあ
る体内脂肪計や血圧計で測定した後
に、その結果を相談したいとき。

市民の声
情 報 室

福祉総合
相 談 室

健　　康
センター

十
一
月
二
十
二
日
・
二
十
三
日

に
長
岡
市
市
民
体
育
館
で
第
二
十

二
回
全
国
高
等
学
校
弓
道
選
抜
大

会
県
予
選
会
が
行
わ
れ
、
市
内
の

高
校
弓
道
部
の
み
な
さ
ん
が
優
秀

な
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

男
子
団
体
の
部
で
は
長
岡
向
陵

高
校
弓
道
部
が
優
勝
。
男
子
個
人

の
部
で
は
同
じ
く
長
岡
向
陵
高
校

の
亀
山
貴
史
さ
ん
（
二
年
）
が
、

女
子
個
人
の
部
で
は
長
岡
高
校
の

野
澤
有
理
さ
ん
（
二
年
）
が
優
勝

を
果
た
し
ま
し
た
。

選
手
の
み
な
さ
ん
は
、
三
月
十

九
日
貊
〜
二
十
一
日
豸
に
東
京
都

の
明
治
神
宮
武
道
場
で
開
催
さ
れ

る
全
国
大
会
に
出
場
し
ま
す
。

晴
れ
の
全
国
大
会
に
向
け
て
毎

日
練
習
に
励
ん
で
い
る
長
岡
向
陵

高
校
弓
道
部
主
将
の
遠
藤
一
希
さ

ん
（
二
年
）
は
、
「
平
常
心
で
練

習
通
り
の
力
を
出
し
て
頑
張
っ
て

き
ま
す
」
と
抱
負
を
語
っ
て
く
れ

ま
し
た
。
大
会
で
日
ご
ろ
の
修
練

の
成
果
を
発
揮
し
、
活
躍
し
て
く

れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
し
ょ
う
。

ミ
ニ�

ニ
ュ
ー�

　
　
ス�

高
校
弓
道
大
会
で

長
岡
勢
が
大
活
躍
！

▲練習にも熱が入る長岡向
陵高校弓道部のみなさん

対応する窓口�

●資料を見ながら分かり�
　やすい説明�

●簡単な操作で担当者を�
　呼び出し�

 

健康センター�

・健康課�

市役所本庁舎�

・市民の声情報室（１階）�
・福祉総合相談室（１階）�

テ
レ
ビ
相
談
シ
ス
テ
ム�

市民ロビー（１階）�

※各地域のコミュニティセ�
　ンターに順次整備を予定�

山通コミュニティセンター�

ながおか市民センター�

利用できる施設�

市
民
、
事
業
者
、
行
政
の
協
働
で
美
し
い
ま
ち
を
将
来
の
世
代
へ

「
生
活
環
境
の
保
全
及
び
美
化
に
関
す
る
条
例
」
を
制
定

ま
ち
の
美
化
は

市
民
、事
業
者
、行
政
が
協
働
で

禁
止
行
為
を
定
め
、
守
ら
れ
な

い
場
合
は
勧
告
や
罰
則
も

・地域における生活環境の保全や美化に努め
る。
・相互に協力しながら自主的に清掃等を行い、
地域における生活環境の保全や美化に関す
る活動に参加する。
・市が実施する生活環境の保全や美化に関す
る施策に協力する。
※市民等とは、市内に居住、通勤、通学ま
たは滞在、通過するすべての人をいいます。

・事業所とその周辺の生活環境の保全や美化
に努めるとともに、従業員等の生活環境の
保全や美化に関する意識の向上を図る。
・市民等と協力して、地域における生活環境
の保全や美化に関する活動を行う。
・市が実施する生活環境の保全や美化に関す
る施策に協力する。

・生活環境の保全や美化を図るため、計画的
に施策を策定しこれを実施する。
・施策を策定または実施する際は、市民等、
事業者やその団体、関係行政機関との連携
を図るとともに、これらの人に対して生活
環境の保全や美化に関する情報を積極的に
提供する。
・市民等、事業者やその団体等が行う良好な
生活環境の保全や美化に関する活動を支援
する。

市民等の責務

事業者の責務

行政（市）の責務

市民、事業者、行政（市）の責務

10月1日施行

①市民など�
※市内に居住、通勤、
　通学または滞在、
　通過するすべての人�

②空き地等の�
　　　所有者など�

④自動販売機の�
　　　設置者など�

⑤宣伝物の�
　　　配布者など�

③犬の飼い主など�

対　　　象� 禁　　止　　行　　為� 措　置　等�

空き缶、空きびん、ペットボトル、た
ばこの吸殻、チューインガムのかみか
すを公共の場所にみだりに捨てること�

飼い主が、所有、占有または管理して
いる土地または建物以外で、飼い犬等
のふんなどを放置し、生活環境を汚す
こと�

ごみ出しのルールを守らず、ごみステ
ーション周辺の環境を悪化させること�

自らが所有、占有または管理する土地
に、雑草を繁茂させること�

空き缶、空きびん等の回収容器を設置
しない。または、その回収容器を適正
に管理しないこと�

自らが配布または配布させた宣伝物の
散乱を放置すること�

市長による�
指導、助言�

市長による�
改善勧告・命令�

改善命令に従わ
ない場合は市長
によるその事実�
(行為や氏名等)�
の公表や過料を
科す場合があり
ます�

ち
ら
し�

自動販売機
�

警
告�

警
告�

市政ニュース�NAGAOKA



○介護保険認定申請
○車椅子の貸与
○寝具丸洗いサービス
○はり、きゅうマッサージ
施術費助成

○児童手当
（小学校就学前の児童
を養育している人に
支給します）

○身体障害者手帳の交付申請
○療育手帳の交付申請
○車椅子の貸与
○視覚障害者用安全杖の貸与
○タクシー券交付、自動車燃料費の助成
○有料道路障害者割引申請など

○重度心身障害者医療費助成�
○精神障害者医療費助成
○老人保健法に基づく医療費の給付
○乳児・幼児医療費助成
○ひとり親家庭等医療費助成

　　日常のいろいろな心配ごとや悩みごと
の相談に応じます。
●受付時間�
月～金曜日　午前９時～午後４時
●場所　※電話による相談もできます�
市役所１階⑬番窓口蕁３９・２２５５
市民相談コーナー（市民センター１階）
　　　　　　　　  蕁３４・７６２２

　法律的な問題について弁護士に直接相
談できます。
●相談時間（場所は市役所１階⑬番窓口）�
毎週金曜日午後１時～５時（１人30分。
相談時間は受付順です）
●予約が必要です（電話でも受け付けます）�
　蕁３９・２２５５へ

９ ８

福
祉
総
合
相
談
窓
口
は
、
市
民

の
み
な
さ
ん
の
、
「
福
祉
の
こ
と

を
ど
こ
に
相
談
し
た
ら
よ
い
の
か

分
か
ら
な
い
」
「
福
祉
サ
ー
ビ
ス

の
内
容
を
知
り
た
い
」
と
い
っ
た

相
談
に
お
応
え
す
る
た
め
、
昨
年

一
月
に
誕
生
し
ま
し
た
。

昨
年
一
年
間
に
窓
口
で
お
受
け

し
た
相
談
や
申
請
・
届
出
は
、
合

計
一
万
二
千
三
十
八
件
。
内
容
を

み
る
と
、
児
童
手
当
に
関
す
る
相

談
・
申
請
と
乳
・
幼
児
や
老
人
保

健
法
に
基
づ
く
医
療
費
助
成
等
の

医
療
給
付
に
関
す
る
相
談
・
申
請

が
多
く
、
全
体
の
七
〇
％
以
上
を

占
め
て
い
ま
す（
グ
ラ
フ
参
照
）。

利
用
形
態
と
し
て
は
、
福
祉
総

合
相
談
窓
口
を
直
接
訪
れ
る
方
は

も
ち
ろ
ん
、
市
民
課
で
出
生
や
転

入
・
転
出
等
の
届
け
出
を
済
ま
せ

た
後
、
す
ぐ
隣
り
の
同
窓
口
に
立

ち
寄
っ
て
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
関

す
る
相
談
や
手
続
き
を
行
う
方
も

多
く
見
ら
れ
ま
す
。

福
祉
総
合
相
談
窓
口
で
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
福
祉
に
関
す
る
相
談
、

申
請
・
届
出
を
受
け
付
け
て
い
る

ほ
か
、
市
民
相
談
や
弁
護
士
法
律

相
談
な
ど
を
実
施
し
て
日
常
の
心

配
ご
と
や
悩
み
ご
と
の
相
談
に
無

料
で
お
応
え
し
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
も
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に

関
す
る
身
近
な
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し

て
、
福
祉
総
合
相
談
窓
口
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

◇
　
　
　
　
　
◇

福
祉
に
関
す
る
相
談
や
お
問
い

合
わ
せ
は
、
福
祉
総
合
相
談
室

（
市
役
所
１
階
⑬
、
⑭
窓
口
）
蕁

39
・
２
２
５
５
、
FAX
39
・
２
２
５

６
、
Ｅ
メ
ー
ルf-sougou@

city.

nagaoka.niigata.jp

へ
ど
う
ぞ
。

新
潟
県
立
動
物
愛
護
施
設
の
建

設
地
が
、
長
岡
市
の
西
部
丘
陵
地

（
関
原
町
一
）
に
決
定
し
ま
し
た
。

こ
の
施
設
は
、
動
物
と
の
ふ
れ

あ
い
を
通
し
て
、
動
物
に
つ
い
て

の
正
し
い
知
識
や
愛
護
精
神
の
普

及
な
ど
を
行
う
県
の
拠
点
施
設
で
、

長
岡
市
民
を
は
じ
め
多
く
の
県
民

が
設
置
を
望
ん
で
い
た
施
設
で
す
。

市
で
は
こ
れ
ま
で
、
西
部
丘
陵
地

へ
の
誘
致
を
積
極
的
に
県
に
働
き

か
け
て
き
ま
し
た
。

今
回
建
設
地
に
選
ば
れ
た
場
所

は
、
県
立
歴
史
博
物
館
の
向
か
い

側
で
、
施
設
の
特
性
に
見

合
っ
た
広
大
な
土
地
と
豊

か
な
自
然
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
市
民
や
県
民
が
利

用
し
や
す
い
国
道
八
号
や

長
岡
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

が
近
く
に
あ
る
こ
と
か
ら

も
、
こ
の
施
設
の
立
地
条

件
に
最
も
ふ
さ
わ
し
い
場

所
と
い
え
ま
す
。

施
設
の
具
体
的
な
内
容

は
今
後
検
討
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
犬
や
猫
を

対
象
と
し
た
動
物
相
談
窓
口
や
飼

い
方
・
し
つ
け
方
教
室
、
新
し
い

飼
い
主
（
里
親
）
探
し
の
窓
口
な

ど
の
設
置
が
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
動
物
と
の
ふ
れ
あ
い
を
通

し
て
い
た
わ
り
の
心
と
命
の
大
切

さ
を
学
ぶ
動
物
ふ
れ
あ
い
教
室
の

開
催
や
、
動
物
愛
護
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
育
成
な
ど
も
検
討
さ
れ
て
い

ま
す
。

県
で
は
、
既
に
現
地
調
査
を
開

始
し
て
お
り
、
今
後
は
、
市
や
関

係
団
体
と
協
議
を
進
め
な
が
ら
建

設
に
向
け
た
準
備
を
進
め
て
い
く

予
定
で
す
。

長岡市では、国の「高齢者の居住の安定確保に関する
法律」に基づく県内初の「高齢者向け優良賃貸住宅事業」
を実施し、市中心部（本町１）で建設が進む民間の高齢
者向け優良賃貸住宅「ケアマンション朝日」の入居者に
対し家賃の一部を補助します。
入居者を募集中の同マンションでは、２月１日豸から

高齢者向け優良賃貸住宅
「ケアマンション朝日」がモデルルームを公開

モデルルームの公開を開始。バリアフリー（段差なし）
構造のほか緊急時の通報設備や共同の浴室・食堂の完備
など、高齢者が安心して生活できる環境が整っています。
モデルルームの見学や入居についてのお問い合わせは、
譁角新工務店蕁３２・０３３８、FAX２９・２２６８へどうぞ。
また、高齢者向け優良賃貸住宅事業についてのお問い

合わせは、建築住宅課蕁３９・２２２９へどうぞ。

所在地＝本町１の２の７
入居資格＝満60歳以上の世帯

（夫婦の場合は、どちらかが満60歳以上）
入居開始日＝３月中旬から
入居費用＝家賃（所得に応じて月額27,000円～95,000円）

のほか管理費や共益費、敷金等が必要

相
談
窓
口
や
飼
い
方
教

室
の
ほ
か
、
心
と
命
の

大
切
さ
を
学
ぶ
教
室
も

福
祉
に
関
す
る
相
談
の
ほ
か

各
種
相
談
も
ご
利
用
く
だ
さ
い

医
療
給
付
や
児
童
手
当
な
ど

1
万
2
千
件
余
り
を
受
け
付
け

月
平
均
１
、０
０
０
件
を
受
付

報
告
し
ま
す
　
福
祉
総
合
相
談
窓
口
の

平
成
15
年
の
利
用
状
況

動
物
と
共
に
暮
ら
す
心
豊
か
な
社
会
を
目
指
す
拠
点
施
設

県
立
動
物
愛
護
施
設
の
　
　
　
　
　

建
設
地
が
長
岡
市
に
決
定

市政ニュース�NAGAOKA

sワンルームタイ
プの室内は、玄関
からトイレまで、
床の段差がありま
せん。また、トイ
レには手すりを設
置するなど高齢者
が安心して暮らせ
る設備が整ってい
ます。

8
404

351

404

国営越後�
丘陵公園�

県立歴史博物館�

宮
本
ＩＣ
�

関
原�

五
丁
目�新

産
四
丁
目�

新
産
三
丁
目�

←至東京� 至新潟→�

信濃川�
長
生
橋�

大
手�

　
大
橋�

長
岡
大
橋�

↑
至
上
越
・
富
山�

長岡IC

長岡駅�

→�

→�

→�

県立動物愛護�
施設建設地�

関越自動車道�

北
陸
自
動
車
道�

ご
紹
介

し
ま
す

ケアマンション朝日

▲位置図

グラフ　申請・届出受付の内訳�

高齢福祉�
１% その他�

１%
介護保険�
２%

児童福祉�29%

障害福祉�
23%

医療給付�
44%

▲福祉総合相談窓口

▲長野県の県立動物愛護センターのお散歩体験で



INFORMATION

市役所　　  幸町2の1の1 135・1122

お知らせ�
〒940�
 －8501

お知らせ�
●申し込み方法の記載のないものは、電話で申し
　込んでください。なお、FAX、Eメールの記載
　のある課はFAX、Eメールでも受け付けます。�

長岡市ホームページアドレス

直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
（
無

料
）
。

日
時
＝
２
月
20
日
貊
午
後
７
時

〜
８
時
30
分
　
内
容
＝
エ
ド
ガ

ー
・
ア
ラ
ン
・
ポ
オ
著
「
ア
ッ

シ
ャ
ー
家
の
崩
壊
」
　
会
場
・

問
い
合
わ
せ
＝
互
尊
文
庫
蕁
35

・
７
９
８
１

特
別
図
書
整
理
に
伴
う

休
館
に
つ
い
て

中
央
図
書
館
は
２
月
23
日
豺

〜
３
月
５
日
貊
、
各
地
域
図
書

館
は
２
月
23
日
豺
〜
29
日
豸
、

特
別
図
書
整
理
の
た
め
休
館
し

ま
す
。
こ
の
間
、
本
の
貸
出
期

間
を
３
週
間
程
度
に
延
ば
し
ま

11 10

す
。互

尊
文
庫
学
習
室
は
28
日
貍

・
29
日
豸
を
除
き
、
午
後
１
時

か
ら
５
時
ま
で
利
用
で
き
ま
す
。

『
ひ
弱
な
男
と
フ
ワ
フ
ワ
し

た
女
の
国
日
本
』
な
ど
多
数
の

著
書
を
発
表
し
、
テ
レ
ビ
の
コ

メ
ン
テ
ー
タ
ー
と
し
て
も
活
躍

中
の
秀
明
大
学
教
授
・
マ
ー
ク

ス
寿
子
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
て

開
催
し
ま
す
。

日
時
＝
２
月
19
日
貅
午
後
６
時

30
分
〜
８
時
　
会
場
＝
長
岡
グ

ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
　
演
題
＝
「
私

と
イ
ギ
リ
ス
」

定
員
＝
３
０

０
人
（
先
着
）

申
し
込
み
＝

２
月
16
日
豺
ま
で

純
銀
ワ
イ
ヤ
ー
を
使
っ
て
、

か
ぎ
針
で
ブ
レ
ス
レ
ッ
ト
と
リ

ン
グ
を
作
り
ま
す
。

日
時
＝
３
月
２
日
貂
・
９
日
貂

午
前
10
時
〜
11
時
30
分
（
計

２
回
）

会
場
＝
中
央
公
民
館

４
０
５
教
室
　
講
師
＝
純
銀
ク

ロ
ッ
シ
ェ
特
別
講
師
・
湯
浅
美

香
さ
ん
　
対
象
＝
初
心
者
　
定

員
＝
30
人
（
先
着
）

持
ち
物

＝
か
ぎ
針
７
号
、
３
号
、
ニ
ッ

パ
ー
ま
た
は
、
は
さ
み
　
参
加

料
＝
２
、５
０
０
円
（
２
回
分
）

申
し
込
み
＝
２
月
10
日
貂
か
ら

（
保
育
あ
り
。
お
お
む
ね
１
歳

以
上
で
、
お
や
つ
代
な
ど
２
０

０
円
必
要
。

定
員
20
人
、

要
予
約
）

初
心
者
が
対
象
で
す
。
贈
り

物
に
ラ
ッ
ピ
ン
グ
で
自
分
の
気

持
ち
を
表
現
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
＝
３
月
10
日
貉
午
後
１
時

30
分
〜
３
時
30
分
　
会
場
＝
中

央
公
民
館
　
講
師
＝
ラ
ッ
ピ
ン

グ
協
会
講
師
・
岩
野
明
美
さ
ん
　

持
ち
物
＝
は
さ
み
な
ど
　
定
員

＝
20
人（
先
着
）
材
料
費
＝
１
、

０
０
０
円（
当
日
に
）

申
し
込

み
＝
２
月
10
日
貂
か
ら

日
時
＝
２
月
21
日
貍
午
後
２
時

〜
４
時
　
講
師
＝
放
送
大
学
大

学
院
教
授
・
橘
玲
子
さ
ん
　
会

場
＝
中
央
図
書
館
講
堂
　
定
員

＝
１
９
０
人
（
先
着
）

申
し

込
み
＝
２
月
10
日
貂
か
ら

子
ど
も
を
対
象
に
講
座
終
了

ま
で
ア
ニ
メ
「
ポ
パ
イ
」
を
別

室
で
上
映
し
ま
す
（
定
員
20
人
、

事
前
申
し
込
み
必
要
）。

期
日
＝
３
月
10
日
貉
〜
12
日
貊

（
２
泊
３
日
）

会
場
＝
国
立

赤
城
青
年
の
家
（
群
馬
県
勢
多

郡
富
士
見
村
）

対
象
＝
市
内

在
住
ま
た
は
市
内
へ
通
学
す
る

原
稿
は
掲
載
希
望
月
の
前
月
５
日

（
土
・
日
・
祝
日
の
場
合
は
そ
の
前

日
）
ま
で
に
〒
９
４
０
―
８
５
０
１

秘
書
広
報
課
広
報
係
へ
郵
送
、
持
参
、

FAX
39
・
２
２
７
２
、
Ｅ
メ
ー
ルinf

‐

prd@
city.nagaoka.niigata.jp

で
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
紙
面
に
限
り
が
あ
る
こ
と

や
市
政
だ
よ
り
の
全
世
帯
配
布
に
一

定
の
日
数
を
要
す
る
こ
と
な
ど
か
ら
、

開
催
日
や
申
し
込
み
期
限
が
発
行
月

の
初
旬
の
も
の
は
、
掲
載
を
お
断
り

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

秘
書
広
報
課
蕁
39
・
２
２
０
２

日
時
＝
２
月
15
日
a
午
後
２
時
〜
４

す
。

日
時
＝
２
月
17
日
貂
午
後
２
時

〜
３
時
30
分
　
会
場
＝
ホ
テ
ル

ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
長
岡
Ｎ
Ｃ
ホ

ー
ル
　
内
容
＝
譁
モ
ノ
リ
ス
代

表
取
締
役
・
岩
井
良
明
さ
ん
の

講
演
　
定
員
＝
４
０
０
人
（
先

着
）

対
象
・
申
し
込
み
＝
①

今
春
卒
業
し
て
就
職
す
る
高
校

生
…
直
接
学
校
②
専
門
学
校
生
、

大
学
生
等
…
電
話
で
商
業
振
興

課
（
２
月
10
日
貂
か
ら
）

友
好
都
市
で
あ
る
ド
イ
ツ
の

バ
ン
ベ
ル
グ
市
か
ら
世
界
ト
ッ

プ
レ
ベ
ル
の
バ
ン
ベ
ル
グ
交
響

楽
団
メ
ン
バ
ー
を
迎
え
て
、
長

岡
交
響
楽
団
を
モ
デ
ル
に
弦
楽

演
奏
の
公
開
レ
ッ
ス
ン
と
コ
ン

サ
ー
ト
を
行
い
ま
す
。

日
時
＝
２
月
29
日
豸
午
後
２
時

か
ら
　
会
場
＝
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー

ル
・
シ
ア
タ
ー
　
出
演
＝
バ
ン

ベ
ル
グ
カ
ル
テ
ッ
ト
、
長
岡
交

響
楽
団
　
曲
目
＝
モ
ー
ツ
ァ
ル

ト
弦
楽
四
重
奏
曲
第
３
番
ト
長

調
ケ
ッ
ヘ
ル
ー
５
６
番
、
ハ
イ

ド
ン
弦
楽
四
重
奏
曲
第
２
番
ヘ

長
調
「
ダ
ス
シ
ョ
ー
ン
ス
テ
」
、

シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
弦
楽
四
重
奏
曲

ニ
短
調
「
死
と
乙
女
」

参
加

料
＝
無
料
（
要
入
場
整
理
券
。

入
場
整
理
券
は
市
役
所
１
階
案

内
所
、
４
階
国
際
文
化
課
、
リ

リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
、
市
立
劇
場
、

市
民
セ
ン
タ
ー
、
各
図
書
館
、

中
央
公
民
館
で
）

高
校
生
　
内
容
＝
老
人
福
祉
施

設
・
保
育
所
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
体
験
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
な

ど
　
定
員
＝
40
人
（
先
着
）

参
加
料
＝
７
、０
０
０
円
　
申
し

込
み
＝
２
月
12
日
貅
ま
で
に
各

高
校
ま
た
は
青
少
年
育
成
課
へ

（
事
前
研
修
会
を
２
月
29
日
豸

午
後
２
時
か
ら
中
央
公
民
館
で

開
催
）

テ
レ
ビ
番
組
の
「
マ
ネ
ー
の

虎
」
で
お
な
じ
み
の
岩
井
社
長

が
熱
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
り
ま

時
　
会
場
＝
中
央
図
書
館
講
堂
　
講

師
＝
古
志
の
会
代
表
・
亀
川
純
一
さ

ん
　
参
加
料
＝
５
０
０
円
（
資
料
代

・
当
日
に
）

「
古
志
の
会
」
事

務
局
1
32
・
１
０
４
９

体
験
交
流
型
観
光
の
企
画
の
ノ
ウ

ハ
ウ
を
総
合
的
に
学
び
ま
す
。

日
時
＝
２
月
22
日
a
午
前
10
時
〜
午

後
５
時
　
会
場
＝
ハ
イ
ブ
長
岡
２
階

会
議
室
Ａ
・
Ｂ
　
テ
ー
マ
＝
人
が
集

ま
る
体
験
交
流
型
観
光
の
企
画
と
は

？
　
講
師
＝
奥
阿
賀
地
域
振
興
協
議

会
・
山
口
庫
幸
さ
ん
、
ま
ち
む
ら
認

定
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
・
関
田
隆
弘

さ
ん
　
定
員
＝
50
人
（
先
着
）

２
月
13
日
f
ま
で
に
所
定
の
申
込
書

を
郵
送
か
フ
ァ
ク
ス
で
、
〒
９
４
０

―
８
５
６
７
四
郎
丸
町
１
７
３
の
２

新
潟
県
長
岡
地
域
振
興
事
務
所
地
域

振
興
課
1
38
・
２
５
０
７
、
FAX
38
・

２
６
７
０
へ

国
漢
学
校
の
流
れ
を
く
む
阪
之
上

小
学
校
の
６
年
生
全
員
が
英
語
で

「
米
百
俵
」
を
演
じ
ま
す
。

日
時
＝
２
月
26
日
e
午
後
７
時
〜
８

時
30
分
　
会
場
＝
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル

・
シ
ア
タ
ー

阪
之
上
小
学
校
1

32
・
２
１
３
４

生
徒
が
授
業
で
調
べ
た
明
治
前
期

の
長
岡
の
少
年
た
ち
の
様
子
を
報
告

し
ま
す
。

日
時
＝
２
月
28
日
g
午
前
10
時
〜
正

午
　
会
場
＝
市
民
セ
ン
タ
ー
２
０
４

会
議
室

長
岡
明
徳
高
校
・
横
山

さ
ん
1
33
・
５
８
２
１

申
し
込
み

問
い
合
わ
せ

中
央
公
民
館
†
32
・
0
4
3
7

FAX
32
・
0
5
6
1

chu-kou@
city.nagaoka.nii

gata.jp
中
央
図
書
館
†
32
・
0
6
5
8

lib@
city.nagaoka.niigata.jp

●
「
心
」
を
贈
る
ラ
ッ
ピ
ン
グ

３

●
読
者
の
つ
ど
い
（
読
書
会
）

●
「
な
が
お
か
市
民
大
学
」

公
開
文
化
講
演
会
（
無
料
）

１

●
高
校
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

リ
ー
ダ
ー
研
修
会

●
ビ
ー
ズ
の
シ
ル
バ
ー

ジ
ュ
エ
リ
ー
教
室

２

●
放
送
大
学
公
開
講
座
（
無
料
）

「
今

家
族
を
考
え
る
」
―
親

子
・
家
族
・
地
域
の
連
携
―

４

青
少
年
育
成
課

†
32
・
0
5
8
1

●
新
社
会
人

応
援
セ
ミ
ナ
ー
（
無
料
）

●
「
心
に
届
く
友
情
の
旋
律
」

バ
ン
ベ
ル
グ
カ
ル
テ
ッ
ト

レ
ク
チ
ャ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

商
業
振
興
課
†
39
・
2
2
2
8

国
際
文
化
課
†
39
・
2
2
5
1

■
講
演
会
「
立
山
の
山
嶽
信
仰
と

曼ま
ん

荼だ

羅ら

の
世
界
」

■
英
語
劇
「
米
百
俵
」（
無
料
）

■
県
立
長
岡
明
徳
高
校
「
選
択
日
本

史
Ｂ
」
報
告
会
（
無
料
）

「
ガ
キ
大
将
か
ら
青
年
へ
」

■
体
験
交
流
型
観
光
講
座
・

入
門
実
践
編
（
無
料
）

問い合わせ＝中央公民館蕁３２・０４３７

初心者パソコン講習3月受講生募集
①ワープロはじめて講座（４回コース）
初心者を対象とした文章作成講座です。
ワープロソフト（ワード）の簡単な操作を学びます。

②表計算入門講座（４回コース)
初心者を対象とした表計算ソフト入門講座です。
表計算ソフト（エクセル）の基本的な操作を学びます。

会　場＝各講座とも中央公民館406教室
受講料＝各2,000円（いずれもテキスト代は別）
申し込み＝２月16日豺必着で、往復はがきの往信の

裏に希望のコース№、住所、氏名、年齢、電
話番号を、返信の表に郵便番号、住所、氏名
を記入して〒940－0072柳原町２の１中央公
民館へ（多数の場合は抽選）

コース№�
W44

期　　　日�
３/１b､２c､３d､４e

時　間�
9:30～12:00

定員�
20人�

コース№�
E46

期　　　日�
３/８b､９c､10d､11e

時　間�
13:30～16:00

定員�
20人�

▲マークス寿子さん▲岩井良明さん

▲バンベルグカルテット

▲ブレスレットと
リング

期間＝平成16年４月～17年３月（各講座30回）
対象＝市内在住の60歳以上の人
参加費＝4,000円（初回に。教材費別）
申し込み＝２月27日貊必着で、往復はがきの往信の裏に

希望講座名、住所、氏名、年齢、電話番号を、返
信の表に郵便番号、住所、氏名を記入し、〒940
－0072柳原町２の１中央公民館へ（定員を超えた
場合は講座間での調整や抽選を行い、３月中旬に
結果を連絡）

問い合わせ＝中央公民館蕁３２・０４３７

※各講座名称の①～⑤は、日時が異なるだけで内容は同じです。

見　本�
講座名�

住所�

氏名�

年齢�

電話番号�

長
岡
市
○
○
町
×
×
番
地
△
△
号�

長 

岡 

花 

子�

940－××××�返  信�

ハガキの記入
方法を間違え
ないでね！�

月�

火�

木�

金�

①�

①�

①�

①�

�

②�

②�

②�

②�

①�

①�

③�

②�

②�

④�

①�

�

③�

①�

⑤�

②�

②�

③�

①�

②�

和紙人形�

絵　　画�

茶　　道�

焼　　物�

　 謡 �

和紙人形�

絵　　画�

茶　　道�

焼　　物�

民　　踊�

書　　道�

焼　　物�

リボンフラワー�

民　　踊�

書　　道�

焼　　物�

編 み 物�

盆　　栽�

籐 工 芸�

茶　　道�

詩　　吟�

焼　　物�

盆　　栽�

詩　　吟�

書　　道�

俳　　句�

俳　　句�

勤労青少年ホーム�

中 央 公 民 館 �

〃�

〃�

〃�

勤労青少年ホーム�

中 央 公 民 館 �

〃�

〃�

厚 生 会 館 �

中 央 公 民 館 �

〃�

〃�

厚 生 会 館 �

中 央 公 民 館 �

〃�

〃�

勤労青少年ホーム�

〃�

中 央 公 民 館 �

〃�

サンライフ長岡�

勤労青少年ホーム�

中 央 公 民 館 �

中 央 公 民 館 �

〃�

〃�

〜�

〜�

１３：３０～１５：３０�

１０：００�
 �

１２：００�

１３：３０�
�

１５：３０�

１０：００�
�

１２：００�

１３：３０�
�

１５：３０�

１０：００�
�

１２：００�

１３：３０�
�

１５：３０�
１０：００�

�
１２：００�

〜�

〜�

〜�

〜�

〜�

曜日� 講座名称� 実施会場� 時　間�

３０�

４５�

３０�

４０�

３０�

３０�

４５�

３０�

４０�

２５０�

１００�

４０�

３０�

２００�

１００�

４０�

３０�

６０�

３０�

３０�

３０�

４０�

６０�

３０�

１００�

５０�

５０�

定員�

長
岡
造
形
大
学
３
年
生
約
２

０
０
人
の
作
品
を
展
示
し
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

日
時
＝
２
月
15
日
豸
ま
で
（
月

曜
休
館
）
の
午
前
10
時
〜
午
後

７
時
　
会
場
＝
ま
ち
な
か
・
考

房
２
階
ま
ち
づ
く
り
工
房
、
Ｎ

Ｉ
Ｄ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
　
問
い
合
わ

せ
＝
な
が
お
か
タ
ウ
ン
マ
ネ
ー

ジ
メ
ン
ト
企
画
運
営
会
議
蕁
36

・
３
２
４
０
、
ま
ち
な
か
活
性

課
蕁
39
・
２
８
０
７

▲独創的な作品が
いっぱい!

高齢者趣味の教室受講生募集 長
岡
版
「
地
産
地
消
」

へ
の
デ
ザ
イ
ン
提
案

〜
長
岡
造
形
大
学
地
域
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
演
習
成
果
展
示
〜
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INFORMATION
申し込み方法の記載のないものは、
電話で申し込んでください。なお、
FAX、Eメールの記載のある課は
FAX、Eメールでも受け付けます。�

13 12

人
は
定
員
な
し
）

申
し
込
み

＝
２
月
21
日
貍
ま
で

日
時
＝
２
月
22
日
豸
午
後
２
時

20
分
〜
３
時
10
分
　
会
場
＝
青

少
年
文
化
セ
ン
タ
ー
　
内
容
＝

ア
ニ
メ
日
本
民
話
シ
リ
ー
ズ

「
小
判
と
ご
ん
ぞ
う
虫
　
松
寿

丸
と
巡
礼
　
か
ら
こ
の
涙
」
ま

ん
が
世
界
名
作
童
話
「
オ
ズ
の

魔
法
使
い
　
魔
法
の
じ
ゅ
う
た

ん
」

日
時
＝
３
月
７
日
豸
午
後
１
時

30
分
〜
３
時
30
分
　
対
象
＝
小

学
４
年
生
以
上
ま
た
は
そ
の
親

子
　
定
員
＝
15
人（
先
着
）

会

場
＝
青
少
年
文
化
セ
ン
タ
ー

内
容
＝
ペ
ン
ダ
ン
ト
・
ブ
ロ
ー

チ
づ
く
り
な
ど
　
材
料
費
＝
３

０
０
円
〜
１
、１
０
０
円
　
申
し

込
み
＝
２
月
22
日
豸
ま
で

青
少
年
文
化
セ
ン
タ
ー
で
一

日
遊
ん
じ
ゃ
お
う
！

日
時
＝
３
月
13
日
貍
午
前
10
時

〜
午
後
３
時
10
分
　
内
容
＝
①

温
水
プ
ー
ル
「
楽
し
い
水
中
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
」
…
午
前
10

時
30
分
〜
11
時
30
分
②
プ
ラ
ネ

タ
リ
ウ
ム
…
午
後
１
時
30
分
〜

２
時
15
分
「
春
の
星
座
と
巨
男

の
星
」
③
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
…

午
後
２
時
30
分
〜
３
時
10
分

対
象
＝
小
学
生
以
上
の
家
族

（
泳
げ
な
い
子
も
Ｏ
Ｋ
。
小
学

３
年
生
以
上
は
２
人
以
上
で
Ｏ

Ｋ
）

持
ち
物
＝
昼
食
　
参
加

料
＝
小
中
学
生
１
６
０
円
、
大

人
４
２
０
円
、
高
齢
者
３
２
０

円
（
当
日
。
プ
ー
ル
会
員
券
が

あ
る
場
合
は
小
中
学
生
60
円
、

大
人
・
高
齢
者
１
２
０
円
）

定
員
＝
80
人
（
先
着
）

申
し

込
み
＝
３
月
10
日
貉
ま
で

切
り
絵
の
基
礎
か
ら
作
品
作

り
ま
で
を
行
い
ま
す
。

日
時
＝
３
月
14
日
豸
・
21
日
豸

・
27
日
貍
・
28
日
豸
の
午
前
10

時
30
分
〜
正
午
　
対
象
＝
小
学

４
年
生
以
上
　
会
場
＝
青
少
年

文
化
セ
ン
タ
ー
　
参
加
料
＝
８

０
０
円
　
定
員
＝
10
人
（
先
着
）

申
し
込
み
＝
２
月
29
日
豸
ま
で

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
は
春
番
組

に
入
れ
替
え
の
た
め
、
２
月
23

日
豺
〜
27
日
貊
、
お
休
み
し
ま

す
。２

月
28
日
貍
か
ら
は
、「
春

の
星
座
と
巨
男
の
星
」（
約
45

分
）
を
投
映
し
ま
す
。

美
し
く
咲
く
シ
ン
ビ
ジ
ウ
ム

を
よ
り
豪
華
に
咲
か
せ
て
み
ま

せ
ん
か
。

日
時
＝
３
月
13
日
貍
午
前
10
時

〜
11
時
30
分
　
会
場
＝
厚
生
会

館
第
一
小
ホ
ー
ル
　
講
師
＝
市

政
だ
よ
り
「
園
芸
教
室
」
担
当

・
小
林
正
夫
さ
ん
　
定
員
＝
60

人
（
先
着
）

参
加
料
＝
無
料

申
し
込
み
＝
２
月
13
日
貊
〜
３

月
９
日
貂

火
焔
土
器
を
テ
ー
マ
と
し
た
信
濃

川
火
焔
街
道
連
携
協
議
会
に
よ
る
フ

ォ
ー
ラ
ム
で
す
。
中
国
の
研
究
者
の

王
巍
さ
ん
（
中
国
社
会
科
学
院
考
古

学
研
究
所
副
所
長
）
を
交
え
て
広
域

的
な
視
点
か
ら
火
焔
土
器
の
文
化
に

迫
り
ま
す
。

日
時
と
会
場
＝
①
２
月
14
日
貍
午
後

１
時
〜
５
時
…
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
・

シ
ア
タ
ー
②
15
日
豸
午
前
10
時
〜
午

後
３
時
…
県
立
歴
史
博
物
館
講
堂

定
員
＝
①
４
０
０
人
②
１
０
０
人（
先

着
）

申
し
込
み
＝
２
月
13
日
貊
ま

で
に
参
加
日
、
住
所
、
氏
名
、
電
話

番
号
を
記
入
し
、
は
が
き
か
フ
ァ
ク

ス
で
〒
９
４
０
―
０
０
７
２
柳
原
町

２
の
１
科
学
博
物
館
蕁
32
・
０
５
４

６
、
FAX
36
・
７
６
９
１
へ

日
時
＝
２
月
28
日
貍
・
29
日
豸
、

３
月
６
日
貍
・
７
日
豸
の
午
前

10
時
〜
正
午
　
対
象
＝
小
学
３

年
生
以
上
ま
た
は
親
子
　
会
場

＝
青
少
年
文
化
セ
ン
タ
ー
　
内

容
＝
折
り
紙
の
基
本
（
つ
る
、

ペ
ン
ギ
ン
、
ヨ
ッ
ト
、
風
船
、

帽
子
、
箱
、
と
ん
ぼ
、
カ
ラ
ス
、

カ
メ
な
ど
を
折
り
ま
す
）

材

料
費
＝
６
０
０
円
　
定
員
＝
15

人
（
先
着
・
子
ど
も
の
み
。
大

■わんぱく広場 14日貍午後１時～４時
15日豸午前10時～午後４時

ジャンボ・スノー滑り台、親子雪あそびコーナー、
雪壁登り、ストラックアウト、雪合戦体験、ペットボ
トルロケット、無線倶楽部コーナー、ヘリコプター体
験搭乗、雪上車試乗会など楽しいアトラクションが盛
りだくさん。

■ながおか100だるま大会　14日貍・15日豸
大賞作品には旅行券10万円分を進呈！（ファミリー

・子ども会部門は２作品に旅行券５万円分進呈）
日時＝①一般・企業部門…14日貍午前10時～午後２時
②ファミリー・子ども会部門…15日豸午前10時～午後
２時（14日制作も可能） 申し込み＝１チーム３人以
上で、２月10日貂までに長岡観光・コンベンション協
会内「ながおか100だるま大会実行委員会」蕁32・1187・
FAX31・1777へ

■浪漫的夜・雪花火・雪あかり　 14日貍
夜空に明るく照らし出す雪あかり、雪上花火をお楽
しみください。
時間＝午後５時20分から（花火は午後６時45分から）

■雪しかステージ　14日貍午後１時～５時
15日豸午前10時～午後４時

各催しの時間はお問い合わせください。
★オープニング太鼓　悠久太鼓
★ウルトラマンとあそぼう（14日・15日各1回開催）
★アマチュアバンドライブ
★越後ながおかミス雪娘コンテスト　15日豸
ミス雪娘には10万円相当の旅行券を進呈します。

時間＝午後１時～２時30分（予定） 応募資格＝高校
生以上の未婚の女性　募集人数＝50人（先着） 申し
込み＝長岡商工会議所蕁32・4500、㈱宮本村蕁47・0757
★空から餅まき（14日・15日各２回開催）

■雪しか市　14日貍午後１時～５時
15日豸午前10時～午後４時

福祉団体などによるＰＲ・販売コーナーです。

■食楽座・物販コーナー　14日貍午前11時～午後６時
15日豸午前10時～午後４時

温かい飲み物、軽食の販売のほか、長岡広域市町村
圏の特産品の販売などを行います。
会場＝ハイブ長岡大展示ホール

■Ｄｒｅａｍ　Ｓｐｅｅｃｈ（ドリームスピーチ）２００４
～60秒の夢主張コンテスト～

15日豸午後３時～４時
テーマを一つ選び、あなたの夢を思いっきり語って

ください。夢の大賞に３万円分、長岡市長賞に２万円
分、優秀賞に１万円分の商品券と、上記以外の全員に
参加賞として２千円分の商品券を進呈
します。
テーマ＝①ながおかの夢②わたしの大
切なもの③こんな長岡大好き　応募方
法＝Ａ４の用紙（原稿用紙可）にテー
マと主張の趣旨を2 0 0字以内にまとめ、
郵便番号、住所、氏名（ふりがな）、性
別、年齢を記入し、２月６日貊までに
〒940－0065坂之上町２の１の１長岡商
工会議所内「ドリームスピーチ2004」係へ郵送または
FAX34・4500で　出場者決定＝応募者の中から、小、中、
高校生、20歳未満、20～50歳代、60歳以上の各世代か
ら３人ずつ、当日の参加者を審査のうえ決定します。

■バレンタイン特別企画「From bottom of my heart―
心の底から伝えたい―」 14日貍
夫や妻、恋人、親子、友達へ感謝の気持ちや愛情を
雪あかりが照らす幻想的なステージで伝えてみません
か（事務局がプレゼントを用意）。
時間＝午後５時30分から　会場＝雪あかり会場　募集
数＝15組（先着） 申し込み＝長岡商工会議所蕁32・
4500

■長岡雪しか祭り写真コンテスト
応募方法＝４ツ切サイズのプリントの裏に作品名、氏
名（ふりがな）、住所、電話番号を記入し（長岡観光・
コンベンション協会蕁32・1187に所定の応募票あり）、
３月５日貊までに〒940－0062大手通２の２の６ながお
か市民センター内長岡観光・コンベンション協会へ。
入賞作品以外の応募作品は希望により、３月29日豺以
降に返却いたします。

■協賛行事
★巫女爺踊りとＹＯＳＡＫＯＩの競演（入場無料）
郷土の伝統芸能と現代の元気踊り～愛宴・帰縁～

15日豸午前11時～午後３時30分
長岡市、小千谷市、越路町、小国町に古くから伝わ
る郷土芸能「巫女爺踊り」と全国各地で人気の「よさ
こい踊り」が初競演します。
出演団体＝長岡地域の保存会５団体、愛好グループ５
団体　会場＝ハイブ長岡２階「け
やきの間」 問い合わせ＝企画課
蕁39・2204
※積雪や天候等の状況により一部内容
を変更する場合があります。
また、会場の駐車台数には限りがあ

りますので、路線バス（循環バス「く
るりん」など）をご利用ください。

青
少
年
文
化
セ
ン
タ
ー

†
34
・
1
3
0
5

公
園
緑
地
課†

39
・
2
2
3
0

FAX
39
・
2
2
7
0

長
岡
地
域
広
域
行
政
組
合
蕁
３７
・
６
０
６
７
か
ら
の
お
知
ら
せ

日
時
＝
３
月
10
日
貉
午
後
６

時
30
分
〜
８
時
　
会
場
＝
ハ

イ
ブ
長
岡
２
階
け
や
き

定

員
＝
４
０
０
人
　
講
師
＝
マ

ラ
ソ
ン
ラ
ン
ナ
ー
・
有
森
裕

子
さ
ん
　
申
し
込
み
＝
２
月

25
日
貉
ま
で
に
所
定
の
チ
ラ

シ
ま
た
は
は
が
き
（
当
日
消

印
有
効
）、フ
ァ
ク
ス
に
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
を
記
入
し
、

パ
ソ
コ
ン
に
ふ
れ
た
こ
と

の
な
い
人
が
対
象
で
す
。
何

が
便
利
で
、
ど
ん
な
こ
と
が

で
き
る
の
か
。
基
本
的
な
こ

と
を
中
心
に
や
さ
し
く
説
明

し
ま
す
。

日
時
＝
２
月
27
日
貊
午
前
10

時
〜
正
午
　
会
場
＝
中
央
公

民
館
４
０
１
教
室
　
定
員
＝

40
人
（
先
着
順
）

申
し
込

み
＝
２
月
10
日
貂
か
ら
中
央

公
民
館
蕁
32
・
０
４
３
７
へ

〒
９
４
０
―
０
０
８
４
幸
町

２
の
１
の
１
長
岡
地
域
広
域

行
政
組
合
FAX
37
・
６
０
６
８

へ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://w
w
w
.

kouiki.nagaoka.niigata.jp

か
ら
も
申
し
込
め
ま
す
。
多

数
の
場
合
抽
選
し
、
結
果
を

全
員
に
は
が
き
で
連
絡
し
ま

す
。

日
時
＝
３
月
10
日
貉
午
後
３

時
か
ら
　
会
場
＝
ハ
イ
ブ
長

岡
２
階
会
議
室
Ｄ
・
Ｅ
　
内

容
＝
講
演
会
…
地
域
づ
く
り

・
地
域
活
性
化
を
図
る
た
め

の
活
動
に
、
Ｉ
Ｔ
技
術
を
利

用
し
た
先
進
事
例
や
新
し
い

提
案
に
つ
い
て
の
実
践
的
な

ア
ド
バ
イ
ス
（
情
報
基
盤
協

議
会
地
域
情
報
化
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
・
臼
井
純
子
さ
ん
）、事

例
発
表
会
…
長
岡
地
域
内
に

お
け
る
地
域
づ
く
り
へ
の
Ｉ

Ｔ
利
用
に
つ
い
て
の
実
践
例

の
紹
介
　
定
員
＝
50
人
　
申

し
込
み
＝
２
月
13
日
貊
ま
で

に
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
（
昼
間
連
絡
の
つ

く
も
の
）
を
記
入
し
、
は
が

き
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
〒
９

４
０
―
０
０
８
４
幸
町
２
の

１
の
１
長
岡
地
域
広
域
行
政

組
合
FAX
37
・
６
０
６
８
へ

多
数
の
場
合
抽
選
し
、
受

講
決
定
者
に
受
講
券
と
案
内

を
送
付
し
ま
す
。

期　日＝２月14日貍・15日豸
会　場＝ハイブ長岡、千秋が原ふるさとの森
問い合わせ＝長岡雪しか祭り実行委員会事務局
（長岡商工会議所内蕁３２・４５００、長岡市観光課内蕁３９・２２２１）

▲楽しく遊ぼう！

●
伝
承
折
り
紙
教
室

１

●
子
ど
も
映
画
劇
場
（
無
料
）

２

●
親
子
七
宝
焼
の
つ
ど
い

３

●
初
め
て
の
切
り
絵
教
室

５

●
春
う
ら
ら
温
水
プ
ー
ル
と
プ

ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
に
マ
ジ
ッ
ク

シ
ョ
ー

４

●
花
と
緑
の
教
室

「
シ
ン
ビ
ジ
ウ
ム
の
育
て
方

と
観
葉
植
物
の
管
理
」

●
地
域
づ
く
り
講
演
会

「
よ
ろ
こ
び
を
力
に
…
」

１

▲有森裕子さん

●
長
岡
地
域
Ｉ
Ｔ
推
進
事
業

Ｉ
Ｔ
講
演
会
・
事
例
発
表
会

（
無
料
）

２

期日� 内　　　容�

第１部�
火焔土器
との対話�

報告１…火焔街道　縄文体験学習の意義（金子和宏さん）�
報告２…ＮＰＯによる縄文普及活動の意味（鈴木重壱さん）�
報告３…地域づくりと火焔土器（山本哲也さん）�

記念講演１…火焔土器とはいかなるモノか（小林達雄さん）�
記念講演２…中国新石器時代の土器（王巍さん）�

第２部�
世界の中の
火焔土器�

第３部�
火焔土器
とそれを
とりまく
社会�

講演１…火焔型土器の様相（寺崎裕助さん）�
講演２…土偶と石棒の世界（小島俊彰さん）、�
フォーラム（司会…小林達雄さん、パネリスト…王巍
さん、寺崎裕助さん、小島俊彰さん）  

14�
日�
g

15�
日�
a

2004年 長岡�
ながおか�

ゆきしかまつり�

み　こ　じ

みんなで来てね！

あい えん き えん

ロマンティックナイト

フ
ォ
ー
ラ
ム
火
焔
街
道

往
来
２
０
０
４
（
無
料
）

パ
ソ
コ
ン
っ
て
何
？

〜
い
ま
さ
ら
聞
け
な
い

使
い
道
〜
（
無
料
）

お
お
お
と
こ



な
が
お
か
市
民
セ
ン
タ
ー
の
催
し

1
３９
・
2
7
6
3

15 14

長 岡 市 役 所   〒940－8501  幸町2の1の1   135・1122

INFORMATION
申し込み方法の記載のないものは、
電話で申し込んでください。なお、
FAX、Eメールの記載のある課は
FAX、Eメールでも受け付けます。�

す
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

相
談
日
時
＝
２
月
18
日
貉
、
３

月
10
日
貉
・
24
日
貉
午
後
１
時

30
分
〜
４
時

長
岡
市
障
害
者
生
活
支
援
セ

ン
タ
ー
蕁
47
・
２
２
０
８
、
FAX

47
・
２
２
０
６
で
も
毎
週
土
曜

日
午
後
１
時
30
分
〜
４
時
に
実

施
し
て
い
ま
す
。

障
害
の
あ
る
人
や
障
害
者
団

体
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
に
ス

ペ
ー
ス
の
貸
し
出
し
を
行
っ
て

い
ま
す
。
希
望
さ
れ
る
人
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

日
本
の
文
化
を
外
国
人
と
一

緒
に
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
も
募
集
中
。

期
間
＝
２
月
９
日
豺
〜
29
日
豸

〈
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
〉

日
時
＝
２
月
22
日
豸
午
後
１
時

〜
４
時
　
内
容
＝
琴
の
演
奏
や

獅
子
舞
・
居
合
い
の
実
演
、
日

本
遊
び
の
紹
介
な
ど
　
会
場
＝

地
球
広
場
　
参
加
料
＝
無
料

「
外
国
人
が
地
域
の
仲
間
と

し
て
快
適
に
暮
ら
す
た
め
に
出

来
る
こ
と
は
？
」「
お
互
い
が
楽

し
く
会
話
を
し
な
が
ら
理
解
し

合
う
に
は
？
」

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
方

法
と
基
本
的
な
コ
ト
バ
の
教
え

方
を
学
び
ま
せ
ん
か
。
国
際
交

流
に
関
心
が
あ
り
、
講
座
終
了

後
、
自
主
的
に
日
本
語
サ
ー
ク

ル
活
動
の
で
き
る
人
が
対
象
で

す
。

日
時
＝
３
月
６
日
貍
・
７
日
豸

午
前
10
時
〜
午
後
４
時
（
計
２

回
）

定
員
＝
40
人
（
先
着
）

会
場
＝
市
民
セ
ン
タ
ー
２
０
２

会
議
室
　
講
師
＝
譖
国
際
日
本

語
普
及
協
会
日
本
語
講
師
・
松

尾
恭
子
さ
ん
　
内
容
＝
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
重
視
の
会
話
教

育
・
日
本
語
教
育
の
基
本
な
ど

申
し
込
み
＝
２
月
５
日
貅
〜
13

日
貊

２
、
３
年
後
に
再
就
職
を
し

た
い
と
考
え
て
い
る
女
性
を
対

象
に
、
ど
ん
な
働
き
方
を
し
た

い
の
か
、
働
き
続
け
る
た
め
に

必
要
な
準
備
は
何
か
を
学
び
、

体
験
談
を
聞
き
な
が
ら
ヒ
ン
ト

を
つ
か
む
講
座
で
す
。

会
場
＝
ウ
ィ
ル
な
が
お
か
　
時

間
＝
午
前
10
時
〜
正
午
　
講
師

＝
産
業
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
・
朝
日

由
香
さ
ん
、
中
村
容
子
さ
ん
、

に
い
が
た
女
性
会
議
運
営
委
員

・
齋
藤
良
子
さ
ん
ほ
か
　
定
員

＝
30
人
（
先
着
）

申
し
込
み

＝
２
月
10
日
貂
〜
３
月
９
日
貂

（
一
時
保
育
あ
り
。
２
月
25
日

貉
ま
で
に
要
予
約
）

期
間
＝
２
月
11
日
豢
〜
16
日
豺

期
間
＝
２
月
18
日
貉
〜
23
日
豺

期
間
＝
２
月
25
日
貉
〜
３
月
１

日
豺デ

コ
パ
ー
ジ
ュ
と
は
い
ろ
い

ろ
な
プ
リ
ン
ト
を
切
り
抜
い
て
、

素
材
に
張
る
工
芸
技
法
で
す
。

期
間
＝
３
月
３
日
貉
〜
８
日
豺

障
害
が
あ
り
な
が
ら
社
会
人

と
し
て
活
躍
す
る
人
が
相
談
者

と
な
り
、
障
害
者
の
日
常
生
活

の
悩
み
な
ど
に
つ
い
て
、
当
事

者
の
立
場
か
ら
相
談
に
応
じ
ま

日
時
＝
２
月
19
日
貅
午
後
１
時

30
分
〜
３
時
　
会
場
＝
地
下
イ

ベ
ン
ト
広
場
　
定
員
＝
35
人（
先

着
）

講
師
＝
キ
ャ
ピ
タ
ル
㈱

藤
田
政
雄
さ
ん
　
申
し
込
み
＝

２
月
９
日
豺
か
ら

イ
ベ
ン
ト
（
交
流
会
な
ど
）

開
催
時
は
、
一
部
利
用
で
き
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー
（
動
物

人
形
な
ど
を
手
に
持
っ
て
動
か

し
た
り
、
エ
プ
ロ
ン
に
つ
け
た

り
し
て
、
お
話
を
聞
か
せ
る
こ

と
）
の
遊
び
方
を
覚
え
て
、
親

子
や
サ
ー
ク
ル
で
楽
し
ん
で
み

ま
せ
ん
か
。

日
時
＝
２
月
13
日
貊
午
前
11
時

〜
正
午
　
申
し
込
み
＝
２
月
12

日
貅
ま
で

日
時
＝
２
月
20
日
貊
午
前
11
時

６
カ
月
未
満
の
赤
ち
ゃ
ん
を

子
育
て
中
の
お
母
さ
ん
。「
わ
い

わ
い
ル
ー
ム
」（
ち
び
っ
こ
広
場

内
）
で
思
う
存
分
お
し
ゃ
べ
り

を
し
ま
し
ょ
う
。

日
時
＝
２
月
17
日
貂
・
27
日
貊

の
午
前
11
時
か
ら
（
１
時
間
程

度
）親

子
で
で
き
る
簡
単
な
手
遊

び
や
体
操
を
行
い
ま
す
。

日
時
＝
２
月
18
日
貉
、
３
月
10

日
貉
の
午
前
11
時
か
ら
（
15
分

程
度
）

い
ろ
い
ろ
な
画
材
を
使
っ
て
、

親
子
で
お
絵
描
き
を
楽
し
み
ま

せ
ん
か
。

日
時
＝
２
月
18
日
貉
、
３
月
10

日
貉
の
午
前
11
時
15
分
か
ら（
30

分
程
度
）

子
育
て
に
関
す
る
不
安
や
悩

み
、
子
ど
も
と
の
接
し
方
な
ど

に
つ
い
て
、
相
談
員
と
一
緒
に

考
え
ま
す
。

時
間
＝
午
前
10
時
30
分
〜
11
時

30
分ち

び
っ
こ
広
場
で
は
、
保
育

士
が
子
育
て
に
関
す
る
相
談
を

随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

長
岡
の
子
ど
も
を
虐
待
か
ら
守

る
連
絡
会
設
立
記
念
講
演
会

日
時
＝
２
月
20
日
貊
午
後
２
時

か
ら
（
30
分
程
度
）

日
時
＝
２
月
25
日
貉
午
前
11
時

か
ら
（
30
分
程
度
）

対
象
＝

乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者
　
申
し

込
み
＝
２
月
23
日
豺
ま
で

歌
っ
た
り
、
踊
っ
た
り
し
て

お
ひ
な
さ
ま
パ
ー
テ
ィ
ー
を
楽

し
み
ま
し
ょ
う
。

日
時
＝
３
月
３
日
貉
午
前
11
時

か
ら
（
30
分
程
度
）

対
象
＝

乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者
　
申
し

込
み
＝
３
月
１
日
豺
ま
で

時
間
の
記
載
が
な
い
も
の
は
、
平
日
が
午
前
９
時
〜
午
後
９
時
、
土
曜
・
日
曜
・
祝
日
が
午
前
９

時
〜
午
後
６
時
30
分
で
す
。

金
額
の
記
載
が
な
い
も
の
は
、
無
料
で
す
。
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
は
、
各
展
示
の
最
終
日
は
午
後
３

時
ま
で
で
す
。

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
イ
ベ
ン
ト
広
場
の
利
用
申
し
込
み
は
、
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

30
分
〜
４
時
30
分
　
会
場
＝
リ

リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
・
シ
ア
タ
ー

講
師
＝
日
本
子
ど
も
家
庭
総
合

研
究
所
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
研

究
担
当
部
長
・
才
村
純
さ
ん

演
題
＝
児
童
虐
待
を
よ
り
早
く

発
見
す
る
た
め
に
〜
地
域
で
援

助
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広
げ
よ

う
〜
　
定
員
＝
４
５
０
人（
先
着
）

申
し
込
み
＝
２
月
16
日
豺
ま
で

に
児
童
福
祉
課
蕁
39
・
２
２
１

９
、
長
岡
の
子
ど
も
を
虐
待
か

ら
守
る
連
絡
会
蕁
39
・
０
８
８

９
へ手

話
通
訳
あ
り
。
ま
た
、
講

演
時
間
中
は
、
子
ど
も
を
預
か

り
ま
す
（
先
着
50
人
ま
で
）。

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
１
階
）

国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

「
地
球
広
場
」（
１
階
）

1
３９
・
２
７
１
４

ウ
ィ
ル
な
が
お
か
（
２
階
）

1
３９
・
２
７
４
６

FAX
３９
・
２
７
４
７

w
ill@
city.nagaoka.niigata.jp

①
南
雲
タ
カ
さ
ん
の

ほ
の
ぼ
の
お
ひ
な
さ
ま
展
示

期
間
＝
２
月
11
日
豢
〜
３
月
３

日
貉

場
所
＝
市
民
セ
ン
タ
ー

②
お
ひ
な
さ
ま
お
た
の
し
み
会

直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

日
時
＝
２
月
14
日
貍
午
前
11
時

〜
正
午
　
会
場
＝
地
下
イ
ベ
ン

ト
広
場
　
内
容
＝
歌
、
紙
芝
居

（
午
後
１
時
か
ら
「
お
た
の
し

み
か
み
し
ば
い
」も
あ
り
ま
す
）

出
演
＝
大
正
琴
あ
じ
さ
い
会
、

新
潟
ひ
ょ
う
し
ぎ
の
会
ほ
か

問
い
合
わ
せ
＝
市
民
セ
ン
タ
ー

蕁
39
・
２
７
６
３
、
企
画
課
蕁

39
・
２
２
０
４

自
分
で
作
っ
た
「
お
ひ
な
さ

ま
」
を
「
お
ひ
な
さ
ま
お
た
の

し
み
会
」
で
お
披
露
目
し
ま
せ

ん
か
。
小
さ
い
お
子
さ
ん
の
ぬ

り
え
や
折
り
紙
、
大
人
が
作
っ

た
ご
自
慢
の
作
品
を
、
２
月
８

日
豸
ま
で
に
、
裏
面
な
ど
に
名

前
・
住
所
を
記
入
の
う
え
、
市

民
セ
ン
タ
ー
に
お
持
ち
く
だ
さ

い（
作
品
は
後
で
返
却
し
ま
す
）。

▲昨年のひなまつりで

市
民
セ
ン
タ
ー

ひ
な
ま
つ
り

●
洋
画
・
習
作
六
人
展

１●
子
ど
も
絵
画
造
形
作
品
展

３●
デ
コ
パ
ー
ジ
ュ
作
品
展

４ ●
弥
彦
山
写
真
展
「
や
ひ
こ

山
１
年
の
詩
パ
ー
ト
Ⅱ
」

２●
ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

１ 障
害
者
プ
ラ
ザ
（
１
階
）

1
３９
・
２
７
５
１

●
ス
ペ
ー
ス
の
貸
し
出
し

２●
ザ
・
ニ
ッ
ポ
ン

（
日
本
伝
統
文
化
紹
介
週
間
）

１

●
講
座
「
コ
ト
バ
の
教
え
方
の

基
本
と
楽
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
の
コ
ツ
」（
無
料
）

２

●
く
ら
し
の
講
座
（
無
料
）

ち
ょ
っ
と
ひ
と
い
き

コ
ー
ヒ
ー
タ
イ
ム

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
３
階
）

1
３２
・
０
０
２
２

●
女
性
応
援
講
座
Ⅱ
「
ブ
ラ
ン

ク
を
プ
ラ
ス
に
！
パ
ー
ト
２

〜
い
つ
か
再
就
職
を
し
た
い

女
性
へ
〜
」

ち
び
っ
こ
広
場
（
４
階
）

1
３９
・
２
７
７
５

●
子
育
て
講
座

エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー
っ
て

知
っ
て
ま
す
か
？

１

期
日�

テ
ー
マ�

人
生
は
自
分
が
主
役
！
　

〜
私
は
な
ぜ
働
き
た
い
の

だ
ろ
う
？
〜�

３／10�
d

働
き
続
け
る
た
め
に
！
　

〜
私
ら
し
い
働
き
方
を
考

え
よ
う
〜�

17�
d

う
ま
く
い
く
？
仕
事
と
家

庭
の
両
立�

〜
ヒ
ン
ト
と
ヒ
ケ
ツ
を
聞

こ
う
！！
〜�

16�
c

期
日�

担
　
当�

内
　
　
容�

２／12�
e

保
健
師�

乳
児
期
の
健
康�

19�
e

保
育
園
長�

保
育
園
の
入
園�

26�
e

栄
養
士�

幼
児
期
の
食
事�

３／４�
e

家
庭
児
童
相
談
員�

家
庭
内
で
の
困
り
ご
と�

あ
な
た

女性も男性もともに生き生きと暮らせるまち
長岡の実現をめざして

17th ウィルながおかフォーラム
夢
ゆめ

・和
は

・未来
みらいへ

～明日のために今できること～

参加無料です。気軽にお申し込みください。
○基調講演「人生を楽しくする方程式」
日時＝２月27日貊午後６時50分～８時30分
会場＝リリックホール・シアター　講師＝ピ
ーター・フランクルさん（数学者・大道芸人）
定員＝４５０人（先着） 申し込み＝２月10日
貂から

○分科会
会場＝市民センター（保育あり）
◇食べることは生きること～“子どもが育つ食”につい
て考えてみませんか～
日時＝２月22日豸午前10時～正午　講師＝食育・料理研
究家・坂本廣子さん
◇絵本の力再考～絵本は子どもだけのものじゃない!!～
日時＝２月28日貍午後１時30分～３時30分、講師＝柏崎
市ちいさな絵本館サバト代表・西川暁子さん
◇笑って話そう！“自分らしく生きる”って？
日時＝２月29日豸午後１時30分～３時30分、講師＝月乃
光司さん、高橋和枝さん、Ｋａｃｃｏさん、お笑い集団ＮＡ
ＭＡＲＡ代表・江口歩さん

◇　　　　　　　◇
申し込み（基調講演、分科会）＝男女平等推進センター
ウィルながおか蕁３９・２７４６、FAX３９・２７４７、Ｅメール
will@city.nagaoka.niigata.jp（ホームページhttp://www.city.
nagaoka.niigata.jp/will/からもＯＫ。）

一時保育をご利用ください（基調講演・分科会・イベントとも、
申し込みは開催日の1週間前まで）。

▲ピーター・フランクルさん

○２月のイベント�
会場＝市民センター（29日の「販売」は厚生会館中ホール）　申し込�
み＝下記のイベント主催者に電話で�

イ ベ ン ト 名� 日　　時� 申し込み�

子どもに性を語れますか？パート２（展
示・トーク）�

16日b午前
10時～正午�

124・7937（夜）�
保 育 あ り �

赤ちゃんの心とからだを健康に！�
～ベビーマッサージ＆ホメオパシー療法～（講座）�

18日d午前
10時～正午�

1090・9428・5869�
保 育 あ り �

英語で聞く名作絵本とマザーグース（講座）�
19日e午前10
時30分～正午�132・3098

ひとり立ちする高校生への応援コーナー（実習）�
21日g午前10時
～午後１時30分�

124・6169�
139・0158

できるかな手作りおもちゃ、おもしろ
いよ昔のあそび（制作）�

21日g午後1時
30分～3時30分�

21日g午後1時
30分～3時30分�

直接どうぞ�

ちびっ子フェスタ 親子であそぼう！（体験）�
25日d午前10
時30分～正午�134・7635

かしこい消費者の部屋�
～みて、きいて、あじわって～（実践）�

25日d午後1時
30分～4時30分�

132・0022�
（午前9時～午後5時）�

いきいき健康体操（体験）�
28日g午前
10時～正午� 直接どうぞ�

あなたの体験を話してみませんか…�
（ワークショップ）�

28日g午後1時
30分～3時30分�

138・0456�
保 育 あ り �

「『嫁って？』あなたの一言」を語り合っ
てみませんか（ワークショップ）�

29日a午前
10時～正午�

128・0573�
保 育 あ り �

売り切れ御免！（厚生会館中ホール）�
手作り小物と地元農産物の販売（販売）�

29日a午前10
時～午後2時� 直接どうぞ�

コミックでたどる女性と仕事展（展示）�
22日a～�
3月3日d

直接どうぞ�

あなた�

あらためて、結婚とは？（ワークショップ）� 133・8227

●
「
お
母
さ
ん
と
一
緒
に

遊
ぼ
う
！
」

２

●
ち
び
っ
こ
タ
イ
ム
ス
ペ
シ
ャ

ル
「
お
ひ
な
さ
ま
を
作
ろ
う
」

３●
お
楽
し
み
会

「
お
ひ
な
ま
つ
り
」

４

●
ち
び
っ
こ
タ
イ
ム

６

●
お
絵
描
き
タ
イ
ム

７●
子
育
て
相
談

８

●
わ
い
わ
い

お
し
ゃ
べ
り
会

５
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INFORMATION
申し込み方法の記載のないものは、
電話で申し込んでください。なお、
FAX、Eメールの記載のある課は
FAX、Eメールでも受け付けます。�

歳
以
上
で
４
日
間
受
講
で
き
る

人
　
定
員
＝
30
人
（
先
着
）

参
加
料
＝
３
、０
０
０
円
　
申
し

込
み
＝
２
月
25
日
貉
ま
で
電
話

で
福
祉
総
務
課
内
日
赤
安
全
奉

仕
団
長
岡
市
分
団
事
務
局
へ

時
間
＝
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

（
４
月
１
日
か
ら
は
午
前
６
時

〜
午
後
９
時
）

申
し
込
み
＝

３
月
１
日
豺
か
ら
希
望
が
丘
テ

ニ
ス
場
蕁
29
・
１
０
８
２
ま
た

は
直
接
現
地
で
（
積
雪
の
状
況

に
よ
り
オ
ー
プ
ン
日
が
変
わ
る

場
合
あ
り
）

50
回
記
念
大
会
と
し
て
優
勝

者
に
記
念
ワ
ッ
ペ
ン
を
贈
呈
。

期
日
＝
３
月
21
日
豸

会
場
＝

北
部
体
育
館
　
種
別
＝
個
人
戦

…
小
学
生
以
下
（
基
本
動
作
、

小
太
刀
、
長
剣
）、
中
学
生
以
上

（
基
本
動
作
、小
太
刀
、長
剣
、得

物
自
由
）、団
体
戦（
３
人
）
…
小

学
生
以
下
　
参
加
料
＝
１
人
５

０
０
円
　
申
し
込
み
＝
３
月
12

日
貊
午
後
５
時
ま
で
に
参
加
料

を
添
え
て
、
市
民
体
育
館
へ

日
時
＝
３
月
２
日
〜
16
日
の
毎

週
火
・
金
曜
日
午
後
７
時
30
分

〜
９
時
30
分
　
会
場
＝
市
民
体

育
館
　
定
員
＝
45
人
　
参
加
料

＝
４
、０
０
０
円（
初
回
に
）

申

し
込
み
＝
２
月
18
日
貉
必
着
で

往
復
は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
、
経
験
年
数
を
記
入

し
、
〒
９
４
０
―
０
０
９
７
山

田
１
の
４
の
１
４
棚
橋
義
孝
さ

ん
へ
（
多
数
の
場
合
抽
選
）

①
萱か

や

峠
歩
く
ス
キ
ー
の
集
い

日
時
＝
２
月
22
日
豸
午
前
９
時

〜
午
後
３
時
　
集
合
＝
蓬
平
バ

ス
停

②
南
蛮
山
歩
く
ス
キ
ー
の
集
い

日
時
＝
２
月
29
日
豸
午
前
９
時

〜
午
後
３
時
　
集
合
＝
長
岡
農

業
高
校
鷺
巣
農
場
前

◆
　
　
　
　
◆

参
加
料
＝
①
②
各
５
０
０
円

申
し
込
み
＝
①
２
月
18
日
貉
ま

で
②
２
月
22
日
豸
ま
で
に
市
民

体
育
館
へ
　
問
い
合
わ
せ
＝
長

岡
市
ス
キ
ー
協
会
・
野
口
さ
ん

蕁
32
・
８
９
０
６

③
苗
場
山
市
民
ス
キ
ー
登
山

期
日
＝
３
月
13
日
貍
・
14
日
豸

（
１
泊
２
日
）

対
象
＝
ス
キ

心
の
健
康
、
生
活
習
慣
病
を

予
防
す
る
食
事
な
ど
、
健
康
に

関
す
る
相
談
に
応
じ
ま
す
。

相
談
無
料
。
前
日
ま
で
に
電

話
予
約
の
う
え
、
お
気
軽
に
ど

う
ぞ
。

時
間
＝
午
後
１
時
15
分
〜
３
時

会
場
＝
健
康
セ
ン
タ
ー
　
定
員

＝
各
日
４
人
（
先
着
）

①
足
腰
お
達
者
ク
ラ
ブ

体
力
の
低
下
が
気
に
な
る
人

な
ど
に
機
能
訓
練
室
を
開
放
し

て
い
ま
す
。
直
接
会
場
へ
ど
う

ぞ
。

日
時
＝
毎
週
月
・
水
・
土
曜
日

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分（
２

月
11
日
豢
は
休
み
）

②
足
腰
健
康
相
談
室

肩
や
腰
の
痛
み
を
和
ら
げ
る

運
動
や
、
介
護
予
防
な
ど
に
つ

ー
技
術
が
中
級
以
上
の
人
（
確

実
な
ボ
ー
ゲ
ン
と
斜
滑
降
が
で

き
る
人
）

参
加
料
＝
１
５
、

０
０
０
円
　
集
合
＝
市
民
体
育

館
駐
車
場
　
定
員
＝
30
人
（
先

着
）

申
し
込
み
＝
２
月
25
日

貉
ま
で
に
参
加
料
を
添
え
て
市

民
体
育
館
へ
（
３
月
９
日
貂
午

後
６
時
30
分
か
ら
市
民
体
育
館

会
議
室
で
説
明
会
）

問
い
合

わ
せ
＝
長
岡
市
ス
キ
ー
協
会
・

渡
辺
さ
ん
蕁
32
・
２
８
２
８

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る
基
礎
知

識
習
得
の
た
め
の
講
義
・
実
技

指
導
を
行
い
ま
す
。

日
本
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協

会
公
認
「
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
」
資
格
取

得
の
た
め
の
単
位
が
取
得
で
き

ま
す
。

日
時
＝
２
月
19
日
貅
・
23
日
豺
、

３
月
４
日
貅
・
９
日
貂
・
16
日

貂
午
後
７
時
〜
８
時
45
分
　
会

場
＝
市
民
体
育
館
会
議
室
ほ
か

対
象
＝
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
・
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
関
心
の
あ

る
高
校
生
以
上
の
人
　
参
加
料

＝
無
料
　
定
員
＝
30
人（
先
着
）

申
し
込
み
＝
２
月
５
日
貅
〜
16

日
豺

い
て
理
学
療
法
士
・
保
健
師
が

相
談
に
応
じ
ま
す
（
予
約
制
）。

日
時
＝
２
月
26
日
貅
午
後
１
時

30
分
〜
３
時
30
分
　
定
員
＝
３

人
（
先
着
）

申
し
込
み
＝
健

康
課
へ
電
話
で

会
場
・
実
施
時
間
等
が
変
更

に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
事

前
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時
＝
２
月
15
日
豸
午
後
１
時

30
分
か
ら
　
会
場
＝
リ
リ
ッ
ク

ホ
ー
ル
・
シ
ア
タ
ー
　
全
席
自

由
＝
５
０
０
円
（
当
日
同
料
金
）

音
楽
監
督
に
中
澤
桂
さ
ん
を

迎
え
、
地
元
ゆ
か
り
の
出
演
者

に
よ
る
長
岡
な
ら
で
は
の
「
夕

鶴
」
を
上
演
し
ま
す
。

日
時
＝
３
月
14
日
豸
午
後
２
時

か
ら
　
会
場
＝
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー

ル
・
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
　
全

席
指
定
＝
３
、０
０
０
円
（
当
日

５
０
０
円
増
）

青
少
年
招
待

＝
20
人
（
申
し
込
み
は
２
月
14

日
貍
ま
で
。
多
数
の
場
合
抽
選
）

日
時
＝
２
月
28
日
貍
・
29
日
豸
、

３
月
13
日
貍
・
14
日
豸
の
午
前

９
時
〜
午
後
５
時
（
計
４
回
）

会
場
＝
中
央
公
民
館
　
持
ち
物

＝
筆
記
用
具
、
昼
食
　
服
装
＝

動
き
や
す
い
も
の
　
対
象
＝
15

会
場
＝
県
立
近
代
美
術
館
講
堂
（
当

日
直
接
ど
う
ぞ
）

【
映
画
鑑
賞
会
（
無
料
）】

日
時
＝
２
月
14
日
貍
午
前
10
時
か
ら
、

午
後
２
時
か
ら
　
内
容
＝
「
緋
牡
丹

博
徒
・
お
竜
参
上
」（
’70
年
）

【
美
術
鑑
賞
講
座
（
無
料
）】

講
師
＝
県
立
近
代
美
術
館
職
員

①
リ
ア
リ
ズ
ム
と
は
？
〜
画
家
と
社

会
を
つ
な
ぐ
も
の
〜

日
時
＝
２
月
21
日
貍
午
後
２
時
か
ら

②
亀
倉
雄
策
と
建
築

日
時
＝
３
月
６
日
貍
午
後
２
時
か
ら

日
時
＝
２
月
21
日
貍
午
前
９
時
〜
午

後
３
時
　
会
場
＝
長
岡
雪
氷
防
災
研

究
所
（
栖
吉
町
）

内
容
＝
積
雪
の

基
本
的
性
質
の
測
定
法
（
積
雪
断
面

観
測
、
含
水
率
な
ど
）

講
師
＝
日

本
雪
氷
学
会
会
員
　
定
員
＝
16
人
（
先

着
）

参
加
料
＝
３
、０
０
０
円
（
正

会
員
・
学
生
２
、０
０
０
円
、
賛
助
会

員
２
、５
０
０
円
）

住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
（
会
員
は
所
属
と
種
別
も
）

を
記
入
し
、
Ｅ
メ
ー
ル
ま
た
は
フ
ァ

ク
ス
で
長
岡
雪
氷
防
災
研
究
所
・
西

村
さ
ん
1
35
・
７
５
２
０
、
FAX
35
・

０
０
２
０
、
Ｅ
メ
ー
ルnishi@

bosa
i.go.jp

へ

直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

日
時
＝
２
月
13
日
貊
、
３
月
12
日
貊

午
前
10
時
〜
正
午
　
会
場
＝
社
会
福

祉
セ
ン
タ
ー
（
水
道
町
３
）

介

護
保
険
課
内
精
神
障
害
者
家
族
会
事

務
局
1
39
・
２
２
４
５

日
時
＝
２
月
16
日
豺
、
３
月
15
日
豺

午
後
２
時
〜
３
時
30
分
　
会
場
＝
長

岡
健
康
福
祉
環
境
事
務
所
　
内
容
＝

精
神
科
医
師
に
よ
る
精
神
一
般
相
談

（
予
約
制
）

長
岡
健
康
福
祉
環

境
事
務
所
地
域
保
健
課
1
33
・
４
９

３
１

日
時
＝
２
月
16
日
b
午
後
２
時
〜
４

時
　
会
場
＝
長
岡
健
康
福
祉
環
境
事

務
所
　
内
容
＝
助
産
師
に
よ
る
健
康

相
談
（
予
約
制
）

長
岡
健
康
福

祉
環
境
事
務
所
地
域
保
健
課
1
33
・

４
９
３
１

日
時
＝
３
月
６
日
貍
午
後
４
時

〜
５
時
30
分
　
会
場
＝
ホ
テ
ル

ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
長
岡
Ｎ
Ｃ
ホ

ー
ル
　
演
題
＝
地
域
と
世
界
を

つ
な
ぐ
か
け
橋
〜
二
十
一
世
紀

の
米
百
俵
と
は
〜
　
参
加
料
＝

無
料
（
要
整
理
券
）

定
員
＝

４
０
０
人
（
先
着
）

申
し
込

み
＝
２
月
10
日
貂
〜
25
日
貉
に

往
復
は
が
き
の
往
信
の
裏
に「
明

石
康
講
演
会
整
理
券
希
望
」、

住
所
、
参
加
希
望
者
全
員
の
氏

名
、
年
代
、
電
話
番
号
、
希
望

枚
数
（
は
が
き
１
通
で
２
枚
ま

で
）
を
、
返
信
の
表
に
住
所
、

氏
名
を
記
入
し
、
〒
９
４
０
―

０
０
６
２
大
手
通
２
の
２
の
６

譛
長
岡
市
国
際
交
流
協
会
（
市

民
セ
ン
タ
ー
１
階
）
へ
郵
送
ま

た
は
直
接
　
問
い
合
わ
せ
＝
譛

長
岡
市
国
際
交
流
協
会
蕁
39
・

２
７
１
４

元
国
連
事
務
次
長
・
明
石
康

さ
ん
の
講
演
会
を
開
催

期
間
＝
２
月
７
日
貍
・
８
日
豸

開
園
時
間
＝
午
前
９
時
30
分
〜

午
後
４
時
30
分

①
に
ん
げ
ん
そ
り
２
０
０
４
越

後
丘
陵
公
園
杯
参
加
者
募
集
！

楽
し
い
仮
装
や
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
大
歓
迎
！

日
時
＝
２
月
８
日
豸
午
後
０
時

30
分
〜
２
時
　
参
加
料
＝
１
人

２
０
０
円
（
保
険
料
含
む
）

申
し
込
み
＝
１
チ
ー
ム
２
人
以

上
でG

lobalProject

蕁
33
・
９

０
１
８
、
FAX
33
・
９
０
１
３
へ

②
ス
ノ
ー
モ
ー
ビ
ル
ト
レ
イ
ン

チ
ュ
ー
ブ
ソ
リ
を
ス
ノ
ー
モ

ー
ビ
ル
が
引
っ
張
り
ま
す
。
ス

リ
ル
満
点
！

参
加
料
＝
２
０
０
円

③
雪
遊
び
コ
ー
ナ
ー
（
無
料
）

雪
玉
ス
ト
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
や

宝
探
し
ゲ
ー
ム
な
ど
。

④
甘
酒
ふ
る
ま
い
（
無
料
）

各
日
午
前
９
時
30
分
か
ら
先

着
５
０
０
人
。

⑤
ウ
イ
ン
タ
ー

コ
ン
サ
ー
ト
（
無
料
）

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
オ
ビ
リ
ー
の

演
奏
に
よ
る
弦
楽
四
重
奏
で
す
。

時
間
＝
各
日
午
後
２
時
か
ら

会
場
＝
花
と
緑
の
館

⑥
昔
懐
か
し
の
冬
の
遊
び
教
室

身
近
な
素
材
を
使
っ
て
凧
＆

こ
ま
づ
く
り
を
楽
し
み
ま
せ
ん

か
？

時
間
＝
各
日
午
後
１
時
〜
２
時

定
員
＝
各
30
人
（
先
着
・
当
日

午
後
０
時
30
分
か
ら
受
付
）

参
加
料
＝
２
０
０
円

⑦
ば
る
〜
ん
あ
〜
と
（
無
料
）

ふ
う
せ
ん
が
い
ろ
い
ろ
な
形

に
変
身
し
ま
す
。

期
日
＝
２
月
８
日
豸

日
時
＝
２
月
７
日
貍
・
８
日
豸

・
11
日
豢
の
午
前
10
時
〜
正
午
、

午
後
１
時
〜
４
時

初
級
者
を
対
象
に
し
た
各
回

完
結
レ
ッ
ス
ン
で
す
（
事
前
申

し
込
み
必
要
）。

日
時
＝
２
月
11
日
豢
・
15
日
豸

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
０
時
30

分
　
定
員
＝
各
30
人
（
先
着
）

集
合
場
所
＝
暖
の
館
イ
ン
フ
ォ

メ
ー
シ
ョ
ン

ハ
ー
ブ
や
か
わ
い
い
小
物
な

ど
を
使
い
ま
す
。

期
日
＝
２
月
14
日
貍
・
15
日
豸

・
21
日
貍
・
22
日
豸

受
付
時

間
＝
午
後
１
時
〜
３
時
　
定
員

＝
各
30
人
（
先
着
・
当
日
受
付
）

参
加
料
＝
２
０
０
円
程
度

に
ん
げ
ん
そ
り
２
０
０
３
で

▲明石康さん

■
ウ
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ア
'04

月曜日・木曜日
火曜日・金曜日
水曜日・土曜日

診療科目
休 日 急 患 診 療 所

135・8255
FAX35・8266

内科（小児科）
外科

受　付　時　間

午前９時～11時30分
午後１時～５時30分

休日急患歯科診療所
133・9644 歯科 午前９時～11時30分

午後１時～３時30分

１日a・15日a

８日a・22日a

11日-・29日a

立 川 綜 合 病 院（133・3111）
長岡赤十字病院（128・3600）
長岡中央綜合病院（135・3700）

立 川 綜 合 病 院（133・3111）
長岡赤十字病院（128・3600）
長岡中央綜合病院（135・3700）

2月の急患診療体制
診療時間外や休日に具合が悪くなったときにご利用
ください。
a休日急患診療所（西千手２の５の１健康センター内）

産婦人科は在宅当番医制です。お問い合わせは休日
急患診療所へ。

s夜間等の当番病院
①平日

②休日

※受診者数によっては待ち時間が長くなることがあります。

申
し
込
み

問
い
合
わ
せ

■
積
雪
調
査
法
講
習
会

■
県
立
近
代
美
術
館

蕁
28
・
４
１
１
１
か
ら
の
お
知
ら
せ

■
精
神
障
害
者
「
家
族
の
つ
ど
い
」

■
精
神
保
健
福
祉
相
談
会
（
無
料
）

■
わ
ら
細
工
体
験
教
室
（
無
料
）

■
歩
く
ス
キ
ー
教
室
（
無
料
）

■
親
子
ク
ラ
フ
ト
教
室

&
長
岡
市
芸
術
文
化
振
興
財
団

†
29
・
7
7
1
5

●
リ
リ
ッ
ク
オ
ペ
ラ
シ
リ
ー
ズ

團
伊
玖
磨
作
曲
オ
ペ
ラ
「
夕

鶴
」
全
曲
公
演

２
福
祉
総
務
課†

39
・
2
2
1
7

●
日
赤
救
急
法
救
急
員

養
成
講
習
会

●
３
月
１
日
に
希
望
が
丘
テ
ニ

ス
場
の
全
天
候
型
コ
ー
ト
が

オ
ー
プ
ン

&
長
岡
市
体
育
協
会

（
市
民
体
育
館
内
）

†
34
・
2
7
0
0

と
加
盟
団
体
の
催
し

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

†
32
・
6
1
1
7

福
祉
相
談
課†

39
・
2
2
1
8

FAX
32
・
0
1
6
0

●
ハ
ン
デ
ィ
ス
ポ
ー
ツ
・

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
講
習
会

健
康
課

†
32
・
5
0
0
0

FAX
39
・
5
2
2
2

kenkou@
city.nagaoka.niig

ata.jp

●
あ
な
た
の
健
康
相
談
室

１期
日�

内
　
容�

担
　
　
当�

２／18�
d

３／３�
d

心
の
健
康�

栄
養
や
健
康
に�

関
す
る
こ
と�

保
健
師�

精
神
保
健
福
祉
相
談
員�

栄
養
士�

保
健
師�

●
高
齢
者
セ
ン
タ
ー
み
や
う
ち

の
機
能
訓
練
室
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
（
無
料
）

２

●
市
民
街
頭
献
血
（
全
血
献
血
）

３期
日�

会
　
場�

時
　
　
間�

３／13�
g

ジ
ャ
ス
コ

長
岡
店
　�

午
前
10
時
〜
正
午�

午
後
１
時
〜
４
時�

８�
a

ハ
イ
ブ�

長
岡�

午
前
10
時
〜
正
午�

午
後
１
時
〜
４
時�

２／７�
g

ダ
イ
エ
ー�

長
岡
店�

午
前
10
時
〜
11
時
30
分�

午
後
０
時
30
分
〜
４
時�

tころりん

ひ
　
ぼ
た
ん

ば
く
と

●
〈
市
民
企
画
公
募
型
事
業
〉

近
藤
信
子
の
わ
ら
べ
う
た

講
演
会
『
わ
ら
べ
う
た
に
育

ま
れ
る
も
の
』

１

●
市
民
体
育
祭

ス
ポ
ー
ツ
チ
ャ
ン
バ
ラ
大
会

１

●
市
民
イ
ン
ド
ア
テ
ニ
ス
教
室

（
硬
式
）

２●
ス
キ
ー
協
会
の
催
し

３

s

国
営
越
後
丘
陵
公
園
へ
行
こ
う
！

問
い
合
わ
せ
＝
越
後
公
園
管
理
セ
ン
タ
ー
蕁
47
・
8
0
0
1

■
女
性
の
た
め
の

健
康
相
談
会
（
無
料
）
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INFORMATION
申し込み方法の記載のないものは、
電話で申し込んでください。なお、
FAX、Eメールの記載のある課は
FAX、Eメールでも受け付けます。�

る
「
確
認
書
類
」
で
も
控
除
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定

書
」
や
「
お
む
つ
代
控
除
確
認

書
類
」
が
必
要
な
人
は
、
申
請

書
を
介
護
保
険
課
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
申
請
書
は
、
介
護

保
険
課
、
在
宅
介
護
支
援
セ
ン

タ
ー
、
各
地
区
の
社
会
福
祉
協

議
会
・
福
祉
会
に
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
＝
介
護
保
険
課
蕁

39
・
２
２
４
５

今
月
は
児
童
手
当
の
支
給
月

で
す
。

毎
年
２
月
、
６
月
、
10
月
の

15
日
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
の

65
歳
以
上
で
要
介
護
認
定
を

受
け
て
い
る
人
が
、
確
定
申
告

の
際
、
障
害
者
控
除
を
受
け
る

の
に
必
要
な
「
障
害
者
控
除
対

象
者
認
定
書
」
の
申
請
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

ま
た
、
寝
た
き
り
の
人
な
ど

の
お
む
つ
代
に
つ
い
て
医
療
費

控
除
を
受
け
る
に
は
、
医
師
が

発
行
す
る
「
お
む
つ
使
用
証
明

書
」
が
必
要
で
す
が
、
２
年
目

以
降
で
あ
れ
ば
、
市
が
発
行
す

加
入
の
申
し
込
み
を
取
り
ま
と

め
ま
す
。
ま
た
、
２
月
か
ら
は

直
接
、
金
融
機
関
で
申
し
込
む

こ
と
も
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
＝
防
災
課
蕁
39
・

２
２
０
６

期
日
＝
３
月
２
日
貂
・
３
日
貉

（
２
日
間
）

定
員
＝
１
５
０

人
（
先
着
）

会
場
＝
市
立
劇

場
　
テ
キ
ス
ト
代
＝
３
、２
５
０

円
　
申
し
込
み
＝
２
月
９
日
豺

〜
27
日
貊
に
顔
写
真
（
縦
４
㎝

×
横
３
㎝
、
６
カ
月
以
内
に
撮

影
し
た
も
の
）
１
枚
を
添
え
て

消
防
本
部
、
消
防
署
各
出
張
所

・
分
遣
所
へ
　
問
い
合
わ
せ
＝

消
防
本
部
予
防
課
蕁
35
・
２
１

９
０農

薬
は
誤
っ
た
使
用
や
管
理

の
不
備
な
ど
に
よ
り
、
環
境
に

悪
影
響
を
与
え
る
こ
と
が
あ
る

た
め
、
適
正
な
使
用
や
厳
正
な

保
管
管
理
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。施

錠
で
き
る
専
用
保
管
庫
で

保
管
し
て
、
定
期
的
に
在
庫
数

量
を
確
認
し
、
有
効
期
限
が
切

れ
た
も
の
や
不
要
な
も
の
は
Ｊ

Ａ
ま
た
は
販
売
業
者
に
処
理
を

依
頼
し
ま
し
ょ
う
。

河
川
等
へ
の
投
棄
は
不
法
行

為
と
し
て
罰
せ
ら
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
＝
農
林
振
興
課
蕁

39
・
２
２
２
３

長
岡
市
は
昭
和
36
年
２
月
に

発
生
し
た
「
長
岡
地
震
」
で
、

積
雪
期
の
地
震
を
経
験
し
て
い

ま
す
。

地
震
は
い
つ
、
ど
こ
で
起
き

る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
次
の
点

に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

①
屋
根
雪
に
よ
る
建
物
の
倒
壊

を
防
ぐ
た
め
、
早
め
に
雪
下
ろ

し
を
し
ま
し
ょ
う
。

②
積
雪
時
の
避
難
路
を
話
し
合

っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

③
火
災
の
発
生
を
防
ぐ
た
め
、

暖
房
器
具
や
灯
油
な
ど
の
安
全

管
理
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

担
当
＝
防
災
課
蕁
39
・
２
２
０

６
交
通
災
害
共
済
は
、
県
内
全

市
町
村
で
運
営
す
る
助
け
合
い

の
制
度
で
す
。

会
費
は
年
間
５
０
０
円
。
い

ざ
と
い
う
と
き
に
は
、
３
万
円

か
ら
最
高
で
１
２
０
万
円
ま
で

の
見
舞
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

「
自
転
車
に
乗
っ
て
い
て
転

ん
で
け
が
を
し
た
」
と
い
う
場

合
で
も
、
７
回
以
上
の
通
院
が

あ
れ
ば
見
舞
金
を
請
求
で
き
ま

す
。３

月
に
町
内
会
を
通
じ
て
、

難
病
患
者
を
地
域
で
支
援
す
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
養
成
し
ま
す
。

日
時
と
内
容
＝
①
２
月
17
日
c
午
後

１
時
30
分
〜
４
時
…
病
気
の
特
徴
と

支
援
の
ポ
イ
ン
ト
②
２
月
26
日
e
午

前
９
時
〜
午
後
４
時
…
パ
ー
キ
ン
ソ

ン
病
患
者
家
族
の
会
へ
の
参
加
③
３

月
４
日
e
午
後
１
時
30
分
〜
４
時
…

意
見
交
換
　
会
場
＝
①
③
長
岡
健
康

福
祉
環
境
事
務
所
②
四
郎
丸
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

定
員
＝
15
人（
先

着
）

持
ち
物
＝
筆
記
用
具

２

月
13
日
f
ま
で
に
長
岡
健
康
福
祉
環

境
事
務
所
地
域
保
健
課
1
33
・
４
９

権
利
ま
た
は
資
格
を
有
し
、
か

つ
平
成
15
年
９
月
30
日
ま
で
の

間
に
氏
を
同
じ
く
す
る
子
や
孫

を
有
す
る
に
至
ら
な
か
っ
た
父

母
等
に
、
新
た
に
額
面
10
万
円

の
特
別
給
付
金
を
支
給
。

請
求
期
限
＝
平
成
18
年
10
月
２

日
ま
で
　
問
い
合
わ
せ
＝
福
祉

総
務
課
蕁
39
・
２
２
１
７

平
成
16
年
中
に
、
特
別
栽
培

農
産
物
（
農
薬
や
化
学
肥
料
を

使
用
し
な
い
栽
培
方
法
か
、
使

用
を
地
域
慣
行
栽
培
基
準
の
５

割
以
下
に
削
減
し
た
栽
培
方
法

で
生
産
す
る
農
産
物
）
の
生
産

を
行
い
、
長
岡
市
産
特
別
栽
培

農
産
物
の
認
証
を
受
け
よ
う
と

す
る
人
は
、
２
月
13
日
貊
ま
で

に
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
＝
農
林
政
策
課
蕁

39
・
２
２
２
４

市
税
、
下
水
道
事
業
受
益
者

負
担
金
、
介
護
保
険
料
、
国
民

健
康
保
険
料
の
納
付
は
、
便
利

で
確
実
な
口
座
振
替
を
お
す
す

め
し
ま
す
。

納
期
ご
と
に
金
融
機
関
へ
出

向
く
手
間
が
な
く
な
り
、
納
め

忘
れ
の
心
配
も
あ
り
ま
せ
ん
。

申
請
書
は
、
市
内
の
金
融
機

関
の
窓
口
に
あ
り
ま
す
。
預
金

口
座
の
あ
る
金
融
機
関
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

振
替
の
開
始
は
、
申
請
書
を

提
出
し
た
月
の
翌
月
末
日
の
納

期
限
分
か
ら
と
な
り
ま
す
。

平
成
16
年
度
当
初
分
か
ら
口

座
振
替
に
し
た
い
場
合
は
、
３

月
31
日
貉
ま
で
に
金
融
機
関
の

窓
口
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

持
参
す
る
も
の
＝
預
金
通
帳
、

届
出
印
　
問
い
合
わ
せ
＝
市
税

と
下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
金

…
収
納
課
蕁
39
・
２
２
１
４
、

介
護
保
険
料
…
介
護
保
険
課
蕁

39
・
２
２
４
５
、
国
民
健
康
保

険
料
…
国
保
医
療
課
蕁
39
・
２

２
２
０

場
合
は
そ
の
前
日
）
に
、
そ
れ

ぞ
れ
の
前
月
分
ま
で
が
支
払
わ

れ
ま
す
。
金
額
は
、
指
定
口
座

の
通
帳
等
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
＝
児
童
福
祉
課
蕁

39
・
２
２
１
９

次
の
場
合
は
、
新
た
に
特
別

給
付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

①
平
成
５
年
４
月
１
日
〜
15
年

３
月
31
日
に
夫
が
死
亡
し
た
こ

と
に
よ
り
、
平
成
15
年
４
月
１

日
に
お
い
て
公
務
扶
助
料
や
遺

族
年
金
等
を
受
け
る
権
利
を
有

し
て
い
る
妻
に
、
新
た
に
額
面

20
万
円
の
特
別
給
付
金
を
支
給
。

②
平
成
８
年
に
最
終
償
還
を
終

え
た
次
の
戦
傷
病
者
妻
特
別
給

付
金
を
受
け
て
い
た
人
で
、
夫

で
あ
る
戦
傷
病
者
が
平
成
５
年

４
月
１
日
〜
８
年
９
月
30
日
に

死
亡
し
た
こ
と
に
よ
り
、
平
成

15
年
10
月
１
日
に
お
い
て
公
務

扶
助
料
や
遺
族
年
金
等
を
受
け

る
権
利
を
有
し
て
い
る
妻
に
、

新
た
に
特
別
給
付
金
を
支
給
。

・
第
十
二
回
特
別
給
付
金
国
庫

債
券
「
い
」
号

・
第
六
回
特
別
給
付
金
国
庫
債

券
「
ぬ
」
号

・
第
十
五
回
特
別
給
付
金
国
庫

債
券
「
い
」
号

③
平
成
５
年
４
月
１
日
〜
15
年

３
月
31
日
に
子
ま
た
は
孫
が
死

亡
し
た
こ
と
に
よ
り
、
平
成
15

年
４
月
１
日
に
お
い
て
公
務
扶

助
料
や
遺
族
年
金
等
を
受
け
る

３
１
へ

賃
金
・
解
雇
・
労
働
条
件
等
に
関

す
る
悩
み
ご
と
は
、
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
相
談
無
料
。
秘
密
厳

守
。
弁
護
士
や
産
業
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

に
よ
る
相
談
も
受
け
ら
れ
ま
す
。

相
談
時
間
＝
月
〜
金
曜
日
（
休
日
を

除
く
）
の
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５

時
15
分

長
岡
労
政
事
務
所
1
37

・
６
１
１
０
（
労
働
１
１
０
番
）

期
間
中
、
相
続
登
記
や
諸
手
続
き

に
関
す
る
相
談
に
無
料
で
応
じ
ま
す
。

期
間
＝
２
月
１
日
a
〜
29
日
a

場

所
＝
お
近
く
の
司
法
書
士
事
務
所
　

新
潟
県
司
法
書
士
会
1
０
２
５
・

２
２
８
・
１
５
８
９

お
年
寄
り
や
そ
の
家
族
が
抱
え
る

悩
み
ご
と
な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時
＝
毎
週
月
〜
金
曜
日
午
前
９
時

〜
午
後
５
時
（
土
・
日
・
祝
日
・
年

末
年
始
を
除
く
）

ご
意
見
は
、
２
月
27
日
貊
ま
で
に

県
都
市
政
策
課
へ
。

期
間
＝
２
月
13
日
貊
〜
27
日
貊

縦

覧
場
所
＝
長
岡
土
木
事
務
所
計
画
調

整
課
、
市
役
所
３
階
都
市
政
策
課

県
都
市
政
策
課
1
０
２
５
・
２
８

０
・
５
４
２
９

人口と世帯数 住民基本台帳登録数16.１.１（前月比）

192,340人 94,497人 97,843人 67,318世帯
（＋42） （＋57）（＋10）（＋32）

申
し
込
み

問
い
合
わ
せ

■
難
病
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
（
無
料
）

■
新
潟
県
高
齢
者
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

高
齢
者
と
そ
の
家
族
の
よ
ろ
ず

電
話
相
談
（
相
談
無
料
）

蕁
０
２
５
・
２
８
５
・
４
１
６
５

■
２
月
は
新
潟
県
の

「
労
働
相
談
強
化
月
間
」

■
「
相
続
登
記
は
お
済
み
で
す
か

月
間
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

●
積
雪
期
の
防
災
対
策
は

大
丈
夫
で
す
か

●
農
薬
を
使
用
さ
れ
る

み
な
さ
ん
へ

●
児
童
手
当
を
受
け
て
い
る

み
な
さ
ん
へ

●
交
通
災
害
共
済
に

加
入
し
ま
し
ょ
う

●
戦
没
者
等
の
ご
家
族
の

み
な
さ
ん
へ

●
特
別
栽
培
農
産
物
生
産
者
の

み
な
さ
ん
へ

●
市
税
等
の
納
付
は

便
利
で
確
実
な
口
座
振
替
で

●
甲
種
防
火
管
理
講
習
会

日ごろのちょっとした工夫で、地下水を節約できる方
法をご紹介します。みなさん、節水にご協力ください。
①散水量の調節を
バルブで散水量を調節できる消雪パイプを使用してい
る場合は、降雪量や気温などの天気情報をチェックし、
小まめに散水量を調節しましょう。
②自動降雪検知器の確認と効果的な使用を
自動降雪検知器が誤作動していないか確認しましょ
う。また、積もるような降雪でない場合は、降雪検知器
を使わず、雪の状況を見ながら手動で消雪パイプを稼働
させましょう。
③散水は雪かきと併用して
消雪パイプを利用して消雪する際は、雪かきと併用す
ると地下水を無駄にせず、しかも早く雪を消すことがで
きます。

市では、地下水の節水と消雪パイプの有効活用を
図るため、散水量の基準などを定めた「地下水節水
ルール」を３月議会で条例化する予定です。

問い合わせ＝環境政策課蕁２４・０５２８

長岡市洪水避難地図（洪水ハザードマップ）を
ホームページでも公開
長岡市洪水避難地図は、洪水による被害を最小限に止めるた

め、万一の際の浸水状況の予測と避難に関する情報などを分か
りやすく地図上にまとめたものです。
各地区公民館や各図書館などのほか、ながおか防災情報http://
www.bousai.city.nagaoka.niigata.jp/または、長岡市ホームページ
からご覧になれます。洪水時の備えに役立ててください。

問い合わせ＝防災課蕁３９・２２０６

●
「
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定

書
」「
お
む
つ
代
控
除
確
認
書

類
」
の
申
請
は
お
早
め
に

消雪パイプの地下水を無駄に使っていませんか？

老人保健に加入している人と国民健康保険に加入
している70歳以上の人を対象に、２月１日から「高
額医療費（療養費）受領委任払制度」を実施します。
外来受診で、この制度を利用すると、同じ月に同
じ医療機関（総合病院は診療科ごと）に支払う医療
費の自己負担額は、次の自己負担限度額を超えて支
払う必要がなくなります。

※一部負担金の割合は、老人保健医療受給者証または国民健
康保険証に記載してある割合です。

市民税が非課税世帯の人は「減額認定証」の提示
が必要です。「減額認定証」の交付は、保険証と老人
保健医療受給者証を持参のうえ、市役所１階⑨番・
⑩番窓口で手続きをしてください。
【申請の手続き】
この制度の利用を希望する人は、印鑑を持参のう
え、月ごとに医療機関の窓口で申請手続きをしてく
ださい（ただし、長岡市と協定を結んでいる医療機
関に限ります。医療機関の窓口で確認してください）。
※この制度を利用せず、支払った医療費が自己負
担限度額を超えた人には、翌々月以降に自己負
担限度額を超えた額が払い戻しになる高額医療
費（療養費）支給のお知らせをします。

問い合わせ＝国保医療課蕁３９・２２２０

外来受診をされる高齢者のみなさんへ

　　　区　　　分�

一定以上の所得のある人�

市民税課税世帯�

市民税非課税世帯�

一部負担金の割合�

２割�

１割�

１割�

自己負担限度額�

月40,200円�

月12,000円�

月  8,000円�

■
「
長
岡
都
市
計
画
区
域
の
整
備
、

開
発
お
よ
び
保
全
の
方
針
」
案
の

公
告
・
縦
覧
を
行
い
ま
す
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INFORMATION
申し込み方法の記載のないものは、
電話で申し込んでください。なお、
FAX、Eメールの記載のある課は
FAX、Eメールでも受け付けます。�

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

応
募
資
格
＝
保
育
士
資
格
を
有

す
る
人
　
賃
金
＝
日
額
６
、
７

１
０
円
（
社
会
保
険
等
に
加
入
）

勤
務
日
＝
月
〜
土
曜
日
、
月
21

日
程
度
（
１
日
８
時
間
。
早
番
、

遅
番
あ
り
）

試
験
日
＝
３
月

２
日
貂

選
考
方
法
＝
適
性
検

査
、
面
接
　
申
し
込
み
＝
２
月

５
日
貅
〜
20
日
貊
に
、
市
役
所

２
階
児
童
福
祉
課
、
市
立
保
育

園
、
市
民
セ
ン
タ
ー
４
階
「
ち

び
っ
こ
広
場
」
に
あ
る
申
込
書

に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、

児
童
福
祉
課
へ
郵
送
ま
た
は
持

参
　
問
い
合
わ
せ
＝
児
童
福
祉

課
蕁
39
・
２

２
１
９
ま
た

は
ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク
長
岡
蕁

32
・
１
１
８

１募
集
人
数
＝
19
人
程
度
　
雇
用

期
間
＝
４
月
16
日
貊
か
ら
６
カ

月
（
６
カ
月
の
延
長
可
）

職

務
内
容
＝
市
立
小
・
中
学
校
で

の
学
習
指
導
補
助
、
生
徒
指
導

補
助
、
行
事
等
に
お
け
る
指
導

補
助
等
　
応
募
資
格
＝
昭
和
57

年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
、

熱
意
を
持
っ
て
職
務
に
当
た
る

こ
と
が
で
き
、
市
立
小
・
中
学

校
に
通
勤
可
能
な
人
（
申
し
込

み
時
に
、
職
に
就
い
て
い
る
人

お
よ
び
学
生
は
除
く
。
教
員
免

許
状
の
有
無
は
問
い
ま
せ
ん
）

賃
金
＝
日
額
９
、０
０
０
円
（
社

会
保
険
等
に
加
入
）

勤
務
日

＝
月
〜
金
曜
日
（
１
日
８
時
間
）

試
験
日
＝
３
月
３
日
貉
　
選
考

方
法
＝
書
類
審
査
、
面
接
　
申

し
込
み
＝
２
月
18
日
貉
ま
で
に

市
役
所
５
階
学
校
教
育
課
、
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
長
岡
、
長
岡
パ
ー

ト
バ
ン
ク
に
あ
る
申
込
書
に
必

要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
学
校

教
育
課
へ
本
人
が
持
参
　
問
い

合
わ
せ
＝
学
校
教
育
課
蕁
39
・

２
２
３
９
ま
た
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
長
岡
蕁
32
・
１
１
８
１

募
集
人
数
＝
８
人
　
雇
用
期
間

＝
４
月
１
日
か
ら
６
カ
月
（
６

カ
月
の
延
長
可
）

職
務
内
容

＝
市
立
小
・
中
・
養
護
学
校
の

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
授
業
の
補
助
、

校
内
情
報
機
器
の
運
用
補
助
等

応
募
資
格
＝
昭
和
59
年
４
月
１

日
以
前
に
生
ま
れ
、
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
等
の
情
報
機
器
の
操
作
に

精
通
し
、
市
立
小
・
中
・
養
護

学
校
に
通
勤
可
能
な
人
（
申
し

込
み
時
に
、
職
に
就
い
て
い
る

人
お
よ
び
学
生
は
除
く
）

報

酬
＝
月
額
13
万
円
程
度
（
社
会

保
険
等
に
加
入
）

勤
務
日
＝

月
〜
金
曜
日
（
１
日
６
時
間
）

試
験
日
＝
３
月
17
日
貉

選
考

方
法
＝
技
能
試
験
、
面
接
　
申

し
込
み
＝
３
月
５
日
貊
ま
で
に

市
役
所
５
階
学
校
教
育
課
、
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
長
岡
、
長
岡
パ
ー

ト
バ
ン
ク
に
あ
る
申
込
書
に
必

要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
学
校

教
育
課
へ
郵
送
ま
た
は
持
参

問
い
合
わ
せ
＝
学
校
教
育
課
蕁

39
・
２
２
３
９
ま
た
は
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
長
岡
蕁
32
・
１
１
８
１

職
種
＝
①
館
長
、
場
長
②
管
理

員
　
募
集
人
数
＝
①
若
干
名
②

11
人
程
度
　
募
集
施
設
＝
市
民

体
育
館
ほ
か
体
育
施
設
　
雇
用

期
間
＝
４
月
〜
来
年
３
月
（
②

は
一
部
11
月
末
ま
で
）（
勤
務
実

績
に
よ
り
更
新
あ
り
）

職
務

内
容
＝
①
施
設
の
使
用
許
可
お

よ
び
管
理
運
営
、
施
設
の
維
持

管
理
、
受
付
、
使
用
料
徴
収
事

務
等
②
施
設
の
維
持
管
理
、
受

付
、
使
用
料
徴
収
事
務
等
　
応

募
資
格
＝
昭
和
18
年
４
月
２
日

〜
61
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
、

普
通
自
動
車
運
転
免
許
（
一
部

施
設
は
オ
ー
ト
マ
チ
ッ
ク
車
限

定
不
可
）
を
有
す
る
人
　
報
酬

・
賃
金
＝
①
報
酬
…
月
額
１
５

７
、０
０
０
円
②
賃
金
…
日
額
６
、

３
９
０
円
（
①
②
と
も
社
会
保

険
等
に
加
入
）

勤
務
日
＝
土
・

日
・
祝
日
を
含
む
交
替
制
勤
務

試
験
日
＝
２
月
24
日
貂

選
考

方
法
＝
適
性
検
査
、
面
接
　
申

し
込
み
＝
２
月
４
日
貉
〜
17
日

貂
に
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
長
岡
に

あ
る
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

入
の
う
え
、
市
役
所
幸
町
分
室

２
階
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
へ
本
人

が
持
参
　
問
い
合
わ
せ
＝
ス
ポ

ー
ツ
振
興
課
蕁
32
・
６
１
１
７

「
ふ
れ
あ
い
緑
道
」（
新
保
１

丁
目
〜
永
田
２
丁
目
）
を
琴
平

２
丁
目
ま
で
延
長
す
る
都
市
計

画
の
変
更
案
を
縦
覧
し
ま
す
。

期
間
＝
２
月
３
日
貂
〜
17
日
貂

場
所
・
問
い
合
わ
せ
＝
市
役
所

３
階
公
園
緑
地
課
蕁
39
・
２
２

３
０長

岡
駅
東
土
地
区
画
整
理
事

業
の
都
市
計
画
決
定
案
お
よ
び

都
市
計
画
道
路
四
郎
丸
町
永
田

線
の
変
更
案
を
縦
覧
し
ま
す
。

期
間
＝
２
月
３
日
貂
〜
17
日
貂

場
所
・
問
い
合
わ
せ
＝
市
役
所

３
階
都
市
開
発
課
蕁
39
・
２
２

２
６

募
集
人
数
＝
10
人
程
度
　
雇
用

期
間
＝
４
月
１
日
か
ら
６
カ
月

（
勤
務
実
績
に
よ
り
更
新
あ
り
）

職
務
内
容
＝
市
立
保
育
園
で
の

乳
幼
児
の
保
育
業
務
等
（
詳
し

計
画
案
は
、
長
岡
国
道
事
務
所
調

査
課
、
長
岡
土
木
事
務
所
計
画
調
整

課
、
市
役
所
３
階
都
市
政
策
課
で
受

け
取
る
こ
と
が
で
き
る
ほ
か
、
長
岡

国
道
事
務
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://

chokoku.jp

で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

ご
意
見
を
２
月
20
日
貊
ま
で
に
、

は
が
き
、
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
で

〒
９
４
０
―
８
５
１
２
中
沢
４
の
４

３
０
の
１
長
岡
国
道
事
務
所
調
査
課

FAX
34
・
３
１
８
６
、
Ｅ
メ
ー
ルchok

oku@
hrr.m

lit.go.jp

へ
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。

長
岡
国
道
事
務
所
調
査
課

1
36
・
４
５
５
１

日
時
＝
２
月
20
日
貊
午
前
10
時
〜
正

午
、
午
後
１
時
〜
２
時
30
分
　
会
場

＝
長
岡
建
設
会
館
１
階
ホ
ー
ル
（
四

郎
丸
町
２
３
０
の
１
）

持
ち
物
＝

登
録
を
受
け
よ
う
と
す
る
銃
砲
刀
剣

類
、
銃
砲
刀
剣
類
発
見
届
（
所
轄
警

察
署
が
発
行
し
た
も
の
）、
審
査
手

数
料
１
件
に
つ
き
６
、３
０
０
円
（
県

収
入
証
紙
で
納
入
。
印
鑑
不
要
）

県
文
化
行
政
課
1
０
２
５
・
２
８

５
・
５
５
１
１

「
人
前
で
楽
し
く
話
せ
る
方
法
」

な
ど
を
学
び
ま
せ
ん
か（
学
生
除
く
）。

２
月
18
日
貉
午
後
７
時
〜
９
時
、
中

央
公
民
館
で
見
学
会
を
開
催
し
ま
す

（
見
学
希
望
者
は
要
事
前
連
絡
）。

日
時
＝
４
月
７
日
貉
〜
来
年
３
月
の

毎
月
第
１
〜
３
水
曜
日
午
後
７
時
〜

９
時
　
会
場
＝
中
央
公
民
館
　
会
費

＝
年
１
２
、０
０
０
円
　

３
月
23
日

貂
ま
で
に
名
地
さ
ん
1
66
・
６
４
３

２
（
午
後
７
時
〜
10
時
）
へ

日
時
＝
３
月
３
日
か
ら
の
毎
週
水
曜

日
（
月
４
回
）
午
後
７
時
〜
８
時
30

分
　
会
場
＝
サ
ン
ラ
イ
フ
長
岡
　
定

員
＝
10
人
（
先
着
）

参
加
料
＝
月

５
０
０
円
（
別
に
施
設
使
用
料
１
回

３
０
０
円
、
年
間
５
、
０
０
０
円
）

２
月
24
日
貂
ま
で
に
バ
ル
カ
ン
ダ

ン
ス「
コ
コ
ス
」・
平
山
さ
ん
1
・
FAX

37
・
６
２
６
８（
午
後
７
時
以
降
）へ

●
園
芸
相
談
…
…
毎
週
木
曜
日
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
、
な
が
お
か
市
民
セ
ン
タ
ー
内
の
園
芸
相
談
コ
ー
ナ
ー
に
て

ス
ト
ッ
ク
は
、
南
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
を
原
産
と
す
る
ア
ブ
ラ
ナ
科

の
半
耐
寒
性
の
草
花
で
す
。
ロ

ー
マ
神
話
に
出
て
く
る
ほ
ど
栽

培
の
歴
史
は
古
く
、
古
代
ギ
リ

シ
ャ
人
や
ロ
ー
マ
人
は
薬
草
と

し
て
栽
培
し
た
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
後
は
、
観
賞
用
と

し
て
特
に
香
り
を
楽
し
む
た
め

に
栽
培
さ
れ
た
よ
う
で
す
。

日
本
へ
の
渡
来
は
江
戸
時
代

初
期
。「
ア
ラ
セ
イ
ト
ウ
」
の
和

名
で
紹
介
さ
れ
、
明
治
に
な
っ

て
香
辛
野
菜
と
し
て
栽
培
さ
れ

た
よ
う
で
す
。
大
正
時
代
に
は

千
葉
県
安
房

あ

わ

郡
で
切
り
花
生
産

が
本
格
的
に
始
め
ら
れ
ま
し
た
。

花
色
は
赤
、
紫
、
紅
紫
、
桃
、

白
、
ク
リ
ー
ム
、
杏

あ
ん
ず
色
な
ど
豊

富
で
、
品
種
は
草
丈
が
約
60
〜

80
㎝
の
無
分
枝
系
、
約
50
〜
70

㎝
の
分
枝
系
、
約
15
〜
20
㎝
の

矮
性
品
種
に
大
別
さ
れ
ま
す
。

ス
ト
ッ
ク
は
切
り
花
と
し
て

よ
く
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

一
般
の
家
庭
で
は
あ
ま
り
栽
培

さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
す
。
し

か
し
近
年
は
、
矮
性
品
種
が
出

て
き
た
こ
と
や
花
色
の
豊
富
さ

か
ら
、
花
壇
や
プ
ラ
ン
タ
ー
な

ど
に
植
え
ら
れ
る
機
会
が
次
第

に
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
需
要

の
拡
大
と
と
も
に
、
今
後
は
新

品
種
の
育
成
が
盛
ん
に
な
る
こ

と
で
し
ょ
う
。

（
苗
）
ス
ト
ッ
ク
は
、
同
じ
種

を
播
い
て
も
４
枚
の
花
弁
の
一

重
咲
き
に
な
る
も
の
と
数
十
輪

集
ま
っ
て
八
重
咲
き
に
な
る
も

の
と
が
あ
り
ま
す
。

初
心
者
は
幼
苗
時
の
鑑
別
が

難
し
い
の
で
、
播
種
よ
り
も
苗

か
ら
育
て
る
こ
と
を
お
勧
め
し

ま
す
。
最
近
で
は
11
月
こ
ろ
か

ら
店
頭
に
ポ
ッ
ト
苗
が
出
て
き

ま
す
の
で
、
好
み
の
花
色
を
選

び
、
プ
ラ
ン
タ
ー
や
鉢
植
え
に

し
て
冬
の
窓
辺
な
ど
で
楽
し
む

こ
と
が
で
き
ま
す
。

（
用
土
）
例
え
ば
赤
玉
土
５
、

腐
葉
土
４
、
く
ん
炭
１
の
排
水

の
よ
い
土
を
用
い
、
鉢
や
プ
ラ

ン
タ
ー
の
底
に
は
カ
ヤ
を
４
〜

５
㎝
に
切
っ
た
も
の
を
敷
く
と

よ
い
で
し
ょ
う
。

（
温
度
）
生
育
の
適
温
は
摂
氏

15
〜
25
度
、
最
低
は
５
度
以
上

に
し
た
い
も
の
で
す
。
凍
る
よ

う
で
あ
れ
ば
新
聞
紙
で
覆
う

の
も
よ
い
で
し
ょ
う
。

（
肥
料
）
鉢
植
え
で
は
、
土

１
r
に
３
ｇ
ほ
ど
の
緩
効
性

肥
料
を
元
肥
と
し
て
混
入
し

ま
す
。
定
植
１
カ
月
後
か
ら

春
ま
で
２
、
３
回
、
液
肥
を

与
え
ま
し
ょ
う
。

（
切
り
戻
し
）
花
は
穂
の
下

か
ら
上
方
に
咲
き
進
み
、
１

カ
月
以
上
は
咲
き
ま
す
。
咲

き
衰
え
た
花
径
は
半
分
く
ら

い
で
切
り
戻
す
と
、
下
方
か

ら
側
枝
が
伸
び
て
き
て
再
び

花
が
咲
き
ま
す
。

（
切
り
花
の
水
揚
げ
）
ス
ト
ッ

ク
は
、
冬
か
ら
早
春
に
か
け
て

切
り
花
と
し
て
楽
し
め
ま
す
。

切
り
口
を
火
で
焼
く
か
熱
湯
に

浸
す
か
し
て
水
揚
げ
し
て
や
る

と
長
期
間
咲
き
続
け
ま
す
。

暦
の
上
で
は
春
を
迎
え
ま
す
が
、
実
際
に
は
長
岡
の
春
は
ま

だ
ま
だ
遠
い
よ
う
で
す
。
一
方
、
房
総
・
伊
豆
半
島
と
い
っ
た

無
霜
地
帯
で
は
、
菜
の
花
や
金き

ん

盞せ
ん

花か

、
ス
ト
ッ
ク
な
ど
の
一
面

の
花
畑
が
冬
の
観
光
客
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
す
。

今
月
は
、
春
を
告
げ
る
甘
い
香
り
の
花
、
ス
ト
ッ
ク
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

冬
の
窓
辺
に
春
を
呼
ぶ
ス
ト
ッ
ク
は
い
か
が

200

育
て
方
の
ポ
イ
ン
ト

▲ストック

職
種
＝
①
セ
ン
タ
ー
長
②
管
理

員
　
募
集
人
数
＝
①
１
人
②
若

干
名
　
募
集
施
設
＝
高
齢
者
セ

ン
タ
ー
ま
き
や
ま
ほ
か
　
雇
用

期
間
＝
４
月
〜
来
年
３
月
（
勤

務
実
績
に
よ
り
更
新
あ
り
）

職
務
内
容
＝
①
施
設
の
管
理
運

営
②
施
設
の
維
持
管
理
、
受
付

応
募
資
格
＝
①
昭
和
18
年
４
月

２
日
〜
29
年
４
月
１
日
に
生
ま

れ
、
普
通
自
動
車
運
転
免
許
を

有
す
る
人
②
昭
和
18
年
４
月
２

日
〜
61
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
、

普
通
自
動
車
運
転
免
許
、
２
級

以
上
の
ボ
イ
ラ
ー
技
士
免
許
（
一

部
施
設
）
を
有
す
る
人
　
報
酬

・
賃
金
＝
①
報
酬
…
月
額
１
５

７
、０
０
０
円
②
賃
金
…
日
額
６
、

３
９
０
円
（
①
②
と
も
社
会
保

険
等
に
加
入
）

勤
務
日
＝
土

・
日
・
祝
日
を
含
む
交
替
制
勤

務

試
験
日
＝
２
月
24
日
貂

選
考
方
法
＝
レ
ポ
ー
ト
、
適
性

検
査
、
面
接
　
申
し
込
み
＝
２

月
４
日
貉
〜
17
日
貂
に
、
ハ
ロ

ー
ワ
ー
ク
長
岡
に
あ
る
申
込
書

と
レ
ポ
ー
ト
（
テ
ー
マ
「
こ
ん

な
高
齢
者
セ
ン
タ
ー
に
し
た
い
」

・
４
０
０
字
詰
め
原
稿
用
紙
２

枚
以
内
・
手
書
き
）
を
、
市
役

所
２
階
福
祉
総
務
課
へ
本
人
が

持
参

※
応
募
多
数
の
場
合
、
事
前
に

書
類
選
考
を
行
い
ま
す
　
問
い

合
わ
せ
＝
福
祉
総
務
課
蕁
39
・

２
２
１
７
ま
た
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
長
岡
蕁
32
・
１
１
８
１

教
員
の
産
休
や
育
休
、
病
休

に
よ
り
、
臨
時
に
代
替
教
員
が

必
要
な
場
合
に
備
え
、
教
員
の

資
格
を
有
す
る
人
の
登
録
を
行

っ
て
い
ま
す
。

勤
務
で
き
る
人
は
登
録
し
て

く
だ
さ
い
。

対
象
＝
小
・
中
学
校
の
教
員
の

資
格
を
有
し
、
市
立
学
校
で
勤

務
で
き
る
人
　
登
録
方
法
＝
履

歴
書
と
免
許
状
の
写
し
を
学
校

教
育
課
へ
提
出
　
採
用
＝
代
替

雇
用
が
生
じ
た
場
合
、
登
録
者

に
連
絡
し
、
勤
務
条
件
等
を
相

談
　
問
い

合
わ
せ
＝

学
校
教
育

課
蕁
39
・

２
２
３
９

長岡東山ふるさと体験農園利用者募集
野菜づくりをしてみませんか。農園を貸し出します。
場所・区画数＝鉢伏町地内14区画（１区画33㎡）
利用料＝年額４,５００円 申し込み＝２月20日貊までに、往
復はがきの往信の裏に「農園利用希望」、住所、氏名、電話
番号を、返信の表に郵便番号、住所、氏名を記入して、〒
９４０―０８２１栖吉町３６７０ふるさと体験農業センターへ
（申し込みは１家族１枚、応募多数の場合は抽選）

問い合わせ＝ふるさと体験農業センター蕁３４・５３６０

●
長
岡
都
市
計
画
緑
地
の
変
更

案
の
縦
覧
を
行
い
ま
す

●
長
岡
都
市
計
画
土
地
区
画
整

理
事
業
の
決
定
案
お
よ
び
都

市
計
画
道
路
四
郎
丸
町
永
田

線
変
更
案
の
縦
覧
を
行
い
ま

す
●
市
立
保
育
園
保
育
士

（
臨
時
職
員
）

●
教
育
補
助
員
（
臨
時
職
員
）

●
情
報
教
育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

（
非
常
勤
嘱
託
員
）

●
小
・
中
学
校
の
代
替
教
員

●
高
齢
者
セ
ン
タ
ー

嘱
託
職
員
・
臨
時
職
員

申
し
込
み

問
い
合
わ
せ

■
「
長
岡
都
市
圏
交
通
円
滑
化
総
合

計
画
」
案
に
ご
意
見
を

■
話
し
方
教
室
「
話
の
泉
」

会
員
募
集

●
長
岡
市
教
育
委
員
会

体
育
施
設
嘱
託
職
員

・
臨
時
職
員

■
銃
砲
刀
剣
類
登
録
審
査
会

■
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
会
員
募
集



23 22

長 岡 市 役 所   〒940－8501  幸町2の1の1   135・1122

INFORMATION
申し込み方法の記載のないものは、
電話で申し込んでください。なお、
FAX、Eメールの記載のある課は
FAX、Eメールでも受け付けます。�

日
時
＝
①
木
曜
日
の
部
（
３
月
４
日

か
ら
）
②
土
曜
日
の
部
（
３
月
６
日

か
ら
）
と
も
Ａ
コ
ー
ス
午
後
６
時
30

分
〜
７
時
30
分
、
Ｂ
コ
ー
ス
午
後
７

時
30
分
〜
９
時
　
会
場
＝
長
岡
郵
便

局
３
階
体
育
館
　
会
費
＝
月
１
、５
０

０
円

各
コ
ー
ス
初
回
に
直
接
会

場
へ

長
岡
郵
友
ダ
ン
ス
サ
ー
ク

ル
・
畠
山
さ
ん
蕁
33
・
４
７
６
１
、

FAX
36
・
７
７
３
６

脳
の
活
性
化
を
促
し
ボ
ケ
を
防
ぐ

と
い
う
こ
と
で
注
目
さ
れ
て
い
る
健

康
マ
ー
ジ
ャ
ン
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
＝
毎
月
２
回
、
日
曜
日
の
午
前

９
時
20
分
〜
午
後
４
時
50
分

会
場

＝
東
泉
閣
（
柏
町
２
）

参
加
料
＝

１
回
１
、５
０
０
円
（
表
彰
あ
り
）

健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン
の
会
・
小
林
さ

ん
蕁
32
・
０
２
７
９

住
み
慣
れ
た
地
域
で
介
護
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
な
が
ら
、
高
齢
者
が
安
心

し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
在
宅
支

援
型
住
宅
で
す
。
長
岡
市
の
支
援
を

受
け
て
建
設
し
ま
し
た
。

①
「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ハ
イ
ツ
永
田
」

所
在
地
＝
永
田
２
の
９
の
２
５
　
戸

数
＝
８
戸

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

永
田
・
田
中
さ
ん
蕁
21
・
２
９
０
０

②
「
ゆ
ー
こ
ー
ぽ
鈴
」

所
在
地
＝
前
田
３
の
１
４
１
０
の
１

戸
数
＝
８
戸

在
宅
介
護
支
援
セ

ン
タ
ー
ほ
っ
と
な
が
お
か
・
佐
藤
さ

ん
蕁
39
・
７
０
３
３

募
集
人
数
＝
２
人
（
公
募
以
外

の
委
員
は
８
人
）

応
募
資
格

＝
平
成
16
年
４
月
１
日
現
在
で

市
内
に
居
住
す
る
20
歳
以
上
の

人
で
、
長
岡
市
の
公
民
館
活
動

に
関
心
が
あ
り
、
年
４
回
程
度

開
催
の
会
議
（
原
則
平
日
昼
間

開
催
）
に
出
席
で
き
る
人
（
公

務
員
、
長
岡
市
の
審
議
会
・
委

員
会
の
委
員
は
除
く
）

報
酬

＝
会
議
１
回
に
つ
き
９
、１
０
０

円
（
税
込
み
）

選
考
方
法
＝

書
類
審
査
、
レ
ポ
ー
ト
、
面
接

（
面
接
は
３
月
上
旬
予
定
、
後

日
通
知
）

申
し
込
み
＝
２
月

25
日
貉
ま
で
に
所
定
の
申
込
書

と
「
長
岡
市
の
公
民
館
の
あ
り

方
に
つ
い
て
」の
レ
ポ
ー
ト（
８

０
０
字
程
度
・
書
式
不
問
）
を

〒
９
４
０
―

０
０
７
２
柳
原
町

２
の
１
中
央
公
民
館
（
柳
原
分

庁
舎
内
）
へ
郵
送
ま
た
は
持
参
。

申
込
書
は
市
役
所
１
階
市
民
情

報
ラ
ウ
ン
ジ
、
市
民
セ
ン
タ
ー
、

中
央
公
民
館
に
あ
り
ま
す
　
問

い
合
わ
せ
＝
中
央
公
民
館
蕁
32
・

０
４
３
７

②
長
岡
市
社
会
教
育
委
員
会

委
員

社
会
教
育
の
あ
り
方
に
つ
い

て
審
議
・
検
討
し
ま
す
。

募
集
人
数
＝
１
人
（
公
募
以
外

の
委
員
は
９
人
）

応
募
資
格

＝
平
成
16
年
４
月
１
日
現
在
で

市
内
に
居
住
す
る
20
歳
以
上
の

人
で
、
長
岡
市
の
社
会
教
育
に

関
心
が
あ
り
、
年
５
回
程
度
開

催
の
会
議
（
原
則
平
日
昼
間
開

催
）
に
出
席
で
き
る
人
（
公
務

員
、
長
岡
市
の
審
議
会
・
委
員

会
の
委
員
は
除
く
）

報
酬
＝

会
議
１
回
に
つ
き
９
、１
０
０
円

（
税
込
み
）

選
考
方
法
＝
書

類
審
査
、
レ
ポ
ー
ト
、
面
接（
面

接
は
３
月
上
旬
予
定
、
後
日
通

知
）

申
し
込
み
＝
２
月
25
日

貉
ま
で
に
、
所
定
の
申
込
書
と

「
長
岡
市
の
社
会
教
育
の
あ
り

方
に
つ
い
て
」
の
レ
ポ
ー
ト
（
８

０
０
字
程
度
・
書
式
不
問
）
を

〒
９
４
０
―

０
０
７
２
柳
原
町

２
の
１
生
涯
学
習
課
（
柳
原
分

庁
舎
内
）
へ
郵
送
ま
た
は
持
参
。

申
込
書
は
市
役
所
１
階
市
民
情

報
ラ
ウ
ン
ジ
、
市
民
セ
ン
タ
ー
、

生
涯
学
習
課
に
あ
り
ま
す
　
問

い
合
わ
せ
＝
生
涯
学
習
課
蕁
32
・

０
４
３
７

職
種
＝
施
設
管
理
員
　
募
集
人

数
＝
若
干
名
　
勤
務
場
所
＝
①

大
手
口
駐
車
場
②
大
手
通
り
地

下
駐
車
場
③
新
産
体
育
館
④
ニ

ュ
ー
タ
ウ
ン
い
こ
い
の
広
場
⑤

乙
吉
運
動
広
場
⑥
東
山
フ
ァ
ミ

リ
ー
ラ
ン
ド
　
雇
用
期
間
＝
①

②
③
は
４
月
〜
来
年
３
月
、
④

⑤
⑥
は
４
月
〜
11
月
　
職
務
内

容
＝
施
設
利
用
者
の
応
接
、
施

設
の
維
持
管
理
　
応
募
資
格
＝

昭
和
18
年
４
月
２
日
〜
29
年
４

月
１
日
に
生
ま
れ
た
人
　
賃
金

＝
日
額
５
、９
０
０
円
〜
６
、６
７

０
円
（
社
会
保
険
等
に
加
入
）

勤
務
日
＝
土
・
日
・
祝
日
を
含

む
交
替
制
勤
務
　
試
験
日
＝
２

月
24
日
貂

選
考
方
法
＝
適
性

検
査
、
面
接
　
申
し
込
み
＝
２

月
４
日
貉
〜
17
日
貂
に
、
譛
長

岡
市
企
業
公
社
（
市
役
所
幸
町

分
室
２
階
）
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

長
岡
、
高
年
齢
者
職
業
相
談
室

（
市
民
セ
ン
タ
ー
３
階
）
に
あ

る
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

の
う
え
、
本
人
が
企
業
公
社
へ

持
参
　
問
い
合
わ
せ
＝
譛
長
岡

市
企
業
公
社
蕁
32
・
６
２
２
０

平
成
16
年
８
月
か
ら
１
年
間

の
授
業
料
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

対
象
＝
原
則
と
し
て
次
の
す
べ

て
の
条
件
を
満
た
す
人
①
高
校

卒
業
者
（
今
春
卒
業
予
定
者
を

含
む
）
②
高
校
お
よ
び
大
学
の

成
績
が
平
均
以
上
③
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｆ

Ｌ
試
験
が
５
５
０
点
以
上
④
大

学
の
寮
費
な
ど
の
年
間
滞
在
費

を
負
担
で
き
る
人
　
募
集
人
数

＝
１
人
　
申
し
込
み
＝
２
月
20

日
貊
ま
で
に
国
際
文
化
課
へ

※
Ｔ
Ｃ
Ｕ
で
は
、
一
般
の
留
学

生
や
英
語
集
中
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

参
加
生
も
募

集
し
て
い
ま

す
。

問
い

合
わ
せ
＝
国

際
文
化
課
蕁

39
・
２
２
０

７
、
Ｔ
Ｃ
Ｕ

ホ
ー
ム
ペ
ー

ジhttp://w
w
w
.tcu.edu

生
活
用
品
の
価
格
調
査
や
情

報
提
供
を
行
う
モ
ニ
タ
ー
で
す
。

募
集
人
数
＝
18
人
　
任
期
＝
４

月
〜
来
年
３
月
　
仕
事
の
内
容

＝
①
価
格
調
査
（
月
１
回
）
②

会
議
、
講
座
へ
の
出
席
（
平
日

の
昼
間
開
催
）
③
情
報
提
供
ほ

か
　
応
募
資
格
＝
市
内
在
住
の

20
歳
以
上
の
人
　
報
酬
＝
年
額

１
２
、０
０
０
円
（
予
定
）

申

し
込
み
＝
２
月
13
日
貊
必
着
で
、

は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、
ふ
り

が
な
、
年
齢
、
職
業
、
電
話
番

号
、
消
費
者
と
し
て
一
番
関
心

の
あ
る
こ
と
を
一
言
書
い
て
、

〒
９
４
０
―

０
０
６
２
大
手
通

２
の
２
の
６
消
費
生
活
セ
ン
タ

ー
へ
（
多
数
の
場
合
は
地
域
間

の
バ
ラ
ン
ス
等

を
考
慮
し
て
選

考
）

問
い
合

わ
せ
＝
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
蕁

32
・
０
０
２
２

任
期
は
い
ず
れ
も
平
成
16
年

４
月
１
日
〜
18
年
３
月
31
日
で

す
。

①
長
岡
市
公
民
館
運
営
審
議
会
　

委
員

公
民
館
活
動
の
あ
り
方
に
つ

い
て
審
議
・
検
討
し
ま
す
。

申
し
込
み

問
い
合
わ
せ

■
社
交
ダ
ン
ス
講
習
会
受
講
者
募
集

■
健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン
の
会
員
募
集

■
在
宅
支
援
型
住
宅
入
居
者
募
集

●
平
成
16
年
度

消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー

●
財
団
法
人
長
岡
市
企
業
公
社

臨
時
職
員

●
姉
妹
都
市
フ
ォ
ー
ト
ワ
ー
ス

テ
キ
サ
ス
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
大

学
（
Ｔ
Ｃ
Ｕ
）
奨
学
生

●
審
議
会
等
の
委
員

市
か
ら
の
お
知
ら
せ

ＢＳＮラジオ「長岡市だより」
毎週月～金曜日の午後２時28分ころから90秒間

エヌ・シィ・ティ「長岡市のお知らせ」
（長岡ケーブルテレビ）
毎週月曜日の午後４時48分から３分間

ＦＭながおか「長岡市からのお知らせ」
毎週月～金曜日午前７時45分～52分、午後５時15分～22分

長岡市ホームページアドレス
http://www.city.nagaoka.niigata.jp
メールマガジン「米百俵メール」のお申し込みもこちらから
どうぞ。

※
公
示
日
（
告
示
日
）
や
選
挙
期
日
な
ど
の
日
程
は
、

決
ま
り
次
第
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

（
１
）
参
議
院
議
員
通
常
選
挙

任
期
満
了
日
　
７
月
25
日

（
２
）
新
潟
県
知
事
選
挙

任
期
満
了
日
　
10
月
24
日

平
成
16
年
は
、
次
の
選
挙
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す

表町小学校６年
岩田 未歩さん

表町小学校６年
桑原 由香子さん

表町小学校６年
松田 みどりさん

山本中学校３年
林　彩子さん

平成15年度明るい選挙啓発ポスター市入選作品紹介

選挙管理委員会蕁３９・２２４１からのお知らせ

期日前投票制度が新たにできました

山
□
○
朗�

内
封
筒

�

記載場所で�
投票用紙へ記載�

期日前投票所で投票用紙へ記載�

投票用紙を�
内封筒へ�

外封筒へ入れ、�
選挙人が署名�

不在者投票管理者�
へ提出し、外封筒に�
立会人が署名�

選挙期日に投票所�
で投票管理者が�
受理を決定した�
ものを開封�

投票管理者が投票箱へ�

投
票
箱�

投
票
箱�

立
会
人�

○○選挙�
不在者投票�
（外封筒）�
投票者�

明
推 

一
郎�

○○選挙�
不在者投票�
（外封筒）�
投票者�

明
推 

一
郎�

総
務 

太
郎�

山
□
○
朗�

期日前投票�

選挙人本人が投票用紙をそのまま投票箱へ�

従来の不在者投票�

あなたの一票大切に

不在者投票の手続きが簡素化され、選挙期日前でも選挙期日における投票と
同様に、投票用紙を投票箱に直接入れることができるようになりました。
この制度により、従来の不在者投票のように投票用紙を封筒に入れてそれに

署名するという手続きが不要になり、投票しやすくなります。
【制度のあらまし】
●対象となる投票

長岡市の選挙人名簿に登録されている人が長岡市で行う投票
※名簿登録地以外の市区町村や病院、老人ホームなどにおける不在者投票
は従来どおりです。

●投票できる期間
これまでは選挙期日の公示日または告示日から投票ができましたが、今後
は公示日または告示日の翌日からの投票に変更され、選挙期日の前日まで
投票ができます。

●投票を行うことができる人
選挙期日に「仕事や旅行、レジャー、冠婚葬祭などの用事がある人」「治
療や出産などのため、歩行や外出が困難になると予測される人」など、こ
れまでの不在者投票事由に該当すると見込まれる人
※投票の際には、これまでの不在者投票と同じく、宣誓書に列挙されてい
る事由の中から該当するものを選びます。

●期日前投票所と投票時間
長岡市役所１階市民ホールおよび厚生会館第１小ホールを予定
午前８時30分～午後８時


